
公益社団法人全日本病院協会会長殿

基安発 0324第1号

令和2年3月24日

厚生労働省労働基準局安全衛生部長

（公印省略）

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた職場における対応について（要請）

新型コロナウイルス感染症につきましては、政府として、去る 3月 10日に緊急対応策の

第二弾を取りまとめ、感染拡大の防止に全力を挙げるとともに、労働者の雇用の維持と事

業者の方々の事業継続を最優先に取り組んでおります。

また、 3月17日には、厚生労働大臣より、感染拡大の防止のため、企業に対し、体調が

悪い労働者が休みやすい環境を整備いただくよう、改めて呼びかけたところです。さらに、

3月 19Bには、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の提言等が取りまとめられ、こ

の中で、事業者の皆様へのお願いとして、労働者が発熱などの風邪症状がみられる際に、

休みやすい環境を整備する等の留意事項が示されました。一方で、コールセンターにおけ

る患者クラスター（集団）の発生といった職場における感染拡大事例も生じているところ

です。

つきましては、貴団体におかれましても、傘下団体・企業等に対し、下記の対策に適切

に取り組んでいただくことについて、改めて要請いただきますようお願いします。

記一

1 職場における手洗い、咳エチケット等の徹底について

職場において、トイレ等に石けんによる手洗いの実施について掲示を行う等、咳エチ

ケットや手洗い等の実施を心がけること。

入手可能な場合には、感染防止に有効とされている手指消毒用アルコールを職場に備

え付けて使用すること。

また、労働者が共有して扱うもの（例：電話、パソコン等）の適正な管理又は消毒の

徹底を行うこと。
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※ 咳エチケットとは、感染症を他人に感染させないために、咳”くしゃみをする際に、

マスクやティッシュ・ハンカチ、これらがない場合には袖を痩って口や鼻を押さえる

こと。

2 職場の換気等の実施について（クラスター（集団）感染発生リスクの回避）

風通しの悪い空間や人が至近距離で会話する環境は感染リスクが高いことから、その

規模の大小にかかわらず、風通しの悪い空間をなるべく作らない等の工夫をすること。

また、対面で人と人の距離が近い接触、具体的には互いに手を伸ばしたら届くおよそ

2m  以内で、の会話等の接触が、一定時間以上、多くの人々との間で交わされる環境は感

染リスクが高いとされていることにも配慮すること。

3 感染拡大の防止につながる労務管理について

感染拡大の防止のためには、発熱等の風邪症状が見られる労働者が出勤・外出を控え

ることが重要であり、こうした労働者が出勤することを要しない環境を的確に整備する

こと。

また、労働者に風邪の症状や 37.5°C以上の発熱が4日以上続いている場合（解熱剤を

飲み続けなければならないときを含む。高齢者や基礎疾患等のある場合は2B程度続く

場合。）、強いだるさや息苦しさがある場合には、 「帰国者・接触者相談センターJに

相談を行うよう勧奨すること。
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（参考）

新型コロナウイルス感染症対策専門家会議

「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言J(2020年 3月 19El) 

～（抄）～

Ill. 提言等

2. 市民と事業者の皆様へ

( 9 ）事業者の皆様へのお願い

以下の事項に留意して、多様な働き方で働く方も含めて、従業員の感染予防

に努めてください。

・労働者が発熱などの風邪症状が見られる際に、休みやすい環境の整備

調テレワークや時差通勤の活用推進

・お子さんの学校が学級閉鎖になった際に、保護者である労働者が休みやすい

ように配慮

・感染拡大防止の観点から、イベント開催の必要性を改めて検討

・別添「多くの人が参加する場での感染対策のあり方の例Jの2）クラスター

（集団）感染発生リスクの高い状況の回避のための取組に準じて、従業員の

集団感染の予防にも十分留意してください。

－海外出張で帰国した場合には、 2週間は職員の健康状態を確認し、体調に変

化があっ7場合同友受診の目安を参：考に適可切な対誌を取右ょう職貢べむ周

知徹底をしてください。
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公益社団法人全日本病院協会会長殿

基発 0304第 4号

令和2年3月4日

厚生労働省労働基準局長

（公印省略）

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行について

日頃から労働安全衛生行政の推進に御理解・御協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

特定化学物質樟害予防規則（昭和 47年労働省令第 39号。以下「特化員むとい

う。）等が制定されてから 40年以上が経過し、その間、医学的知見の進歩、化学

物質の需給関係の変化、労働災害の発生状況の変化等に伴い、化学物質による健

康障害に関する事情が変わってきています。

今般、化学物質による健康障害に係る健康診断項目について、厚生労働省にお

ー はる［－券働安全衛生出二おはる特殊健康診断等iニ関宇る検討会Jの検討結果を踏

まえ、労働安全衛生規則（昭和 47年労働省令第 32号）、有機溶剤中毒予防規則

（昭和 47年労働省令第 36号）、鉛中毒予坊規則（昭和 47年労働省令第 37号）、

四アルキル鉛中毒予防規則lj（昭和 47年労働省令第 38号）及び特化則について、

別添1のとおり所要の改正を行うこととしたものです。

これらにつきましては、令和2年 7月 1日から施行することとしており、別添

2のとおり都道府県労働局長宛て指示しております。

つきましては、貴団体におかれましでも、改正の趣旨を御理解いただき、傘下

会員等に対して、改王の内容等の周知に御協力を賜りますよう、お願い申し上げ

ます。

「
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別添 1

（号外第 39号）
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労
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生
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等
の
一
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す
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令

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
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正
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働
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四
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を
「
瀦
H
U
h
m
w加

H

煩
瀦

ω
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に
改
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式
第
八
号

ω
（
四
賀
）
及
ひ
（
五
一
員
以
降
の
頁
（
最
後
の
頁
を
除
く
。
）
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（号外第 39号）報

頁）

宮火曜日令和 2年 3月3日

離職前の尿路系疾病の既往歴及び治療歴

既往歴及び治療歴

年 月

年 月

年 月

年 月

日

なし、頭痛、悪心、めまい、昏迷、呼吸器の刺激症

自覚症状及び他覚症状
1 状、眼の刺激症状、皮膚粘膜刺激症状、顔面蚕白、

チアノーゼ、運動失調、尿の着色、血尿、頻尿、排

尿痛、その他（

皮膚炎等の皮膚所見の

有 無 の 検 査

尿中の潜血検査

さ

尿沈撞検鏡の検査

さ

尿沈誼の パパニコラ

法による 細胞診の検査

ぼう こっ

1事 脱 鏡 検 査

腹部の超 音 波 に よ る

検査、 尿路造影検査

等の画像検査

赤血球数、網状赤血

球数、 メトヘモグロ

ピンの量等の赤血球

系の血液検査

月年

離職前直近の健康診断の結果
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3 令和 2年 3月3日火曜日 官 報 （号外第 39号）

(5頁以降の頁（最後の頁を除く。））

福子＼土竺 年 月 日 年 月 日

既 往 歴 なし、血尿、頻尿、排 なし、血尿、頻尿、排

尿痛、その他（ 尿痛、その他（

健 自覚症状及び他覚症状
なし、血尿、頻尿、排 なし、血尿、頻尿、排

尿痛、その他（ ） 尿痛、その他（ ） 

康
尿 中の潜血検査

さ

雪ロ人ク’
尿沈澄検鏡の検査 ' 

さ

尿沈誼のパパニコラ法

断 による細胞診の検査

異 常あり、なし 異 常あり、なし

再 検要、不要 再 検要、不要

半lj 定 追加健診要、不要 追加健診要、不要

医療機関名及び医師名

よ＼＼ご竺 年 月 日 年 月 日

ぼう こフ

追
1穿 脱 鏡 検 査

力自
腹部の超音波による検

査、尿路造影検査等の
， 

健 画像検査

康 異常あり、なし 異常あり、なし
一一一一一一一一下写横一要コミ要 再横要；不要

町三ロ／:7 

判定 療養要、不要 療養要、不要

断

［ ）  ［］  
医療機関名及び医師名
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聖堂官官院長au:a~告~f;付小土」対浴時。

寸

様式第9号（第57条関係） ( 1 ) 

健 康 管 理 手 帳 に よ る 健 康 診 断 実 施 報 告 書 （ ベンジジン等）

健康管理手帳番号 アにデコ
尿沈造検鏡の検査

氏名及び住所

生年月日 年 月； 日生（満 才）男・女

健康診断の結果 異 常あり、なし 尿沈毒のパパニコラ法による細胞診の検査

再 検 要 、不要

追加健診要、不要

療 養要、不 要 最続鏡検査

腹部の超音波による検査、尿路造影検査等の画像検査

既往歴 なし

血尿、頻尿、排尿痛

その他（ 年 月 日

自覚症状及び他覚症状 医療機関名

なし 所在地

血尿、頻尿、排尿痛 医師名 ＠ 
その他（

労働局長殿
尿 中の潜血検査

・" 

、、

（
昨
⑦
何
憾
ポ
昨
）

革手

色E

巴
陸
《

目
的
民
的
社
刊
は
悔
や 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。備考
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（抽
L

康
診
断
）

一

一

町
二
士
九
条
（
略
）

“
官
札
業
者
は
、
前
項
の
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
H

「
対
し
、
雇
入
れ
の
際
、

際
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
医
締
に

れ
ば
な
ら
な
い
。

一（略）

（続投）一

一

二
一
有
機
溶
剤
に
よ
る
健
康
障
害
の
既
往
歴
並
び
に
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
既
往
歴
の
調
査
、
別
表
の
下

検
査
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
既
往
の
検
査
結
果
の

の
代
謝
物
の
量
の
検
交
を
除
く
。
）
及
び
第
五
項
第

の
異
常
所
見
の
有
無
の
調
資

も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
一
波
及
び
第
三
攻
の
規
定

（号外第 39号）

（
健
康
診
断
）

第
二
十
九
条

（路）

事
業
者
は
、
前
項
の
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
雇
入
れ
の
際
、
当
該
業
務
へ
の
配
援
稜
え
の

2 
際
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
ご
問
、
定
期
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

盟各

報

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

宮

有
機
溶
剤
に
よ
る
健
康
障
害
の
既
往
歴
並
び
に
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査
、
別

表
の
下
回
畑
に
掲
げ
る
項
目
（
尿
中
の
有
機
溶
剤
の
代
謝
物
の
最
の
検
査
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
統
役
の
検
査

結
果
の
調
査
並
び
に
第
四
号
、
別
表
の
下
構
（
尿
中
の
有
機
溶
剤
の
代
謝
物
の
量
の
検
査
を
除
く
。
）
及
び
第

五
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
の
既
往
の
異
常
所
見
の
有
無
の
競
変

四｜

路

火曜日

（削る）

内
司
・

A
A

（賂）

令和 2年 3月3日

5 

事
業
者
は
、
第
一
一
項
の
労
働
者
で
一
医
師
聞
が
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
の
ほ
か
、
次
の
項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
医
師
仰
に

5 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



令和 2年 3月 3日火曜日 宮 報 （号外第 39号） 6 

有機溶剤等健康診断個人票

様
式
第
三
号
（
表
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

様式第3号（第30条関係）（表面）

氏名
生年月日 年 月 日 雇入年月日｜ 年 月 日

十生 J31J 男 女

有機溶剤業務の経歴

健 号口U会、, 年 月 日 年月 日 年月 日 年月 日 年月 日 年月 日

年 齢 歳 歳 歳 歳 歳

1.雇入れ 2.配置替え 3.定期の別

健診対象有機溶剤の名称

有 機 溶 斉lj 業 務 名

作 業条件の簡易な調査の結果

有機溶剤による既往歴

自 見- 症 状

他 A見,,, 症 状

イt

謝

物

の

検

査

貧 血 血色素量（g/dl)

検 査 赤 血球数（万／mm3)

肝機能 G 。 T (IU/l) 

G p T(IU/l) 

検 査
γ －GTP(IU/l) 

目艮 底 検 査

医師が必要と認める者に行う検査

作 業 条 件の調査の結果

貧 血 検 査

月干 機 古色 検 査

首 機 能 検 査

神 経 兵づとら'-- 的 検 査

そ の f也 の 検 査

医 師 の
三＂＂＇ι 断

健康診断を実施した医師の氏名⑪

医 師 。コ 意 見

意見を述べた医師の氏名⑪

。首 考
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（号外第 39号）
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綾
部
分
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）

改
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に
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一

底
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の

際

、

当

該

業

務

へ

の

配

置

答

え

の

際

及

び

そ

の

後

六

月

（

令

別

表

第

四

第

十

七

号

及

び

第

一

条

第

六

月

（

令

別

表

第

凶

第

十

七

日

庁

及

び

第

一

条

第

五

号

リ

か

ら

ル

ま

で

に

掲

げ

る

鉛

業

務

又

は

こ

れ

ら

の

業

務

を

行

う

作

業

場

所

に

お

け

る

清

掃

の

業

務

に

従

事

一

行

う

作

業

場

所

に

お

け

る

清

掃

の

業

務

に

従

事

す

る

労

働

者

に

対

し

て

は

、

一

年

）

以

内

ご

と

に

一

一

側

、

定

期

に

、

次

の

項

目

に

つ

い

て

、

医

師

に

よ

る

健

康

に

、

次

の

項

目

に

つ

い

て

、

医

師

に

よ

る

健

康

診

断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
（
路
）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
務
査

三

鉛

に

よ

る

自

覚

症

状

及

び

他

党

症

状

の

既

設

歴

の

有

無

の

検

査

並

び

に

第

五

号

及

び

第

六

号

に

掲

げ

る

並

び

に

第

四

号

及

び

第

五

号

に

掲

げ

る

項

目

に

つ

自
に
つ
い
て
の
既
往
の
検
査
結
果
の
調
査

四
i
六
（
略
）

前
項
の
健
康
診
断
（
六
月
以
内
ご
と
に
一
一
側
、
定
期
に
行
う
も
の
に
限
る
J
は

、

前

回

の

健

康

診

断

に

お

う

も

の

に

限

る

。

）

は

、

前

回

の

陸

出

版

診

断

に

お

い

て
問
攻
第
五
号
其
ひ
第
六
号
に
掲
げ
る
害
対
に
つ
い
て
健
康
診
断
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
必
要
で
一
て
持
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
栓
康
診
断
を
受
け
た
替
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
必
要
で

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
向
項
の
規
定
に
か
か
わ
ち
ず
、
当
該
項
目
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
当
該
項
目
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
Eは

令
第
一
一
十
一
一
条
第
一
項
第
四
三
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
で
医
師
が
必
要
完
了
す
き
令
第
一
一
十
一
一
条
第
一
項
第
悶
号
に
掲
げ
す
業
務
に
常
侍
従
事
す
る
労
働
者
で
医
師
が
必
要
量

一
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
診
新
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
呂
の
ほ
か
、
次
の
一
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
の
ほ
か
、
次
の
一

一
項
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
官
の
全
部
又
は
…
部
に
つ
い
て
医
締
に
よ
る
健
康
診
析
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

（

一

川

「
団
司

lili－－

lili
－－
1
1
i
i
L
i
l
l
i
－－一

第
五
十
三
条

官火曜日令和 2年 3月3日ア

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



8 （号外第 39号）報官火曜日令和 2年 3月3日

様式第2号（第54条関係）

様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

""' Z守て
生年月日 年 月 日 年 月 日

氏名

一一一一一一一一一一一一性 Bリ 7回J 女

告白 業 務 の 経 歴

健 一＝ロノ／~ 年 月 日 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日

年 齢 歳 歳 歳 歳 歳

1.雇入れ 2. 配置替え
3. 定期の別

主合 業 務 名

作業条件の簡易な調査の結果
J 

鉛 よ る 既 往 歴

自 覚 症 状

他 A貝且」‘ 症 状

血液中の鉛の量 (μ g/ lOOml) 

尿中のデノレタアミノレプリン酸の量

(mg/l) 

医師が必要と認める者に行う検査

作業条件の調査の結果

貧 血 血色素量 ( g / dl) 

検 査 赤血球数 （万／mm3)

赤血球中のプロトポルフィリンの

量

神 経 メ寸u三L一 的 検 査

そ の イ也 の 検 査

医 師 の きロノグ 断

健康診断を実施した医師の氏名⑪

医 師 の 意 見

意見を述べ た 医 師 の 氏 名 ⑪

備 考

人個断ーハ、
jJ~少康健車合

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



9 令和 2年 3月3日火曜日

備考

1 「1.雇入れ 2. 配置替え 3. 定期の別j の欄は、該当番号を記入すること。

2 「鉛業務名j の欄は、労働安全衛生法施行令別表第4の鉛業務の種類を号数で記入

官 報 （号外第 39号）

すること。

3 f自覚症状J及び「他覚症状」の欄は、次の番号を記入すること。

1 食欲不振、便秘、腹部不快感、腹部の詣痛等の消化器症状 2. 四肢の伸筋麻通又

は知覚異常等の末有神経症状 3. 関節痛 4.筋肉痛 5. 蚕自 6. 易疲労感

7. 縫怠感 8. 睡眠障害 9. 焦燥感 10. その他

4 血液中の鉛の量及び尿中のデ、ノレタアミノレプリン酸の量の検査について、鉛中毒予

訪規則第53条第2項の規定により、匿師が必要でないと認めて省略した場合には、「血

液中の鉛の量j及び「尿中のデ、ルタアミノレプリン酸の量j の欄に「＊Jを記入する

こと。この場合、必要により備考欄にその理由等を記入すること。

5 f赤血球中のプロトポノレブイリンの量Jの欄の （ ） 内には、「μg/lOOml全血j、

「μg/lOOml赤血球J等の単位を記入すること。

6 「医師の診断j の槽は、異常なし、要精密検査、要治療等の医師の診断を記入する

こと。

7 「医師の意見Jの欄は、健康診断の結果、異常の所見があると診断された場合に、

就業上の措置について医師の意見を記入すること。

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



10 

（
四
ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
悶
ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
凶
十
七
年
労
働
省
令
第
三
寸
八
号
）

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

前

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

f麦

改

正

正

（号外第 39号）

（
健
康
診
断
）

第
二
十
二
条
事
業
者
は
、
令
第
二
十
一
一
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、

援
入
れ
の
際
、
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の
際
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
項
留
に

つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
務
の
経
歴
の
調
査

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
回
ア
ル
キ
ル
鉛
に
よ
る
自
覚
症
状
及
び
他
党
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査
並
び
に
第
五
号
及
び
第
六
回
可

に

掲

げ

る

項

目

に

つ

い

て

の

既

往

の

検

査

結

果

の

調

査

一

号

っ

け

ん

せ

ん

し

け

何

一

四
い
ら
い
ら
、
不
眠
、
悪
夢
、
食
欲
不
振
、
顔
商
蒼
臼
、
倦
怠
感
、
盗
汗
、
頭
痛
、
振
顔
、
凶
肢
の
腿
反
射
一

こ
う

1
1
1
割
引

q

l

i

i

l

l

i

t

－
－
’
一

充
進
、
悪
心
、
幅
吐
、
腹
痛
‘
不
安
、
興
奮
、
記
憶
障
害
そ
の
他
の
神
経
症
状
又
は
精
神
症
状
の
自
覚
症
’
状
一

又

は

他

党

症

状

の

有

無

の

検

査

一

（

削

る

）

一

（

削

る

）

一

（

削

る

）

一

五

血

液

中

の

鉛

の

量

の

検

査

一

六

燦

中

の

デ

ル

タ

ア

ミ

ノ

レ

ブ

リ

ン

酸

の

震

の

検

査

一

2

前
項
の
健
康
診
断
（
六
月
以
内
ご
と
に
一
一
回
、
定
期
に
行
う
も
の
に
限
る
。
）
は
、
前
回
の
健
康
診
断
に
お
い
一

て
問
項
第
五
号
及
び
第
六
且
勺
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
健
康
診
断
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
必
要
で
一

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
伺
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
項
目
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

3

事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
で
医
師
が
必
要
と
認

め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
の
ほ
か
、
次
の

演
自
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
作
業
条
件
の
調
査

二
貧
取
検
査

三
赤
血
球
中
の
プ
ロ
ト
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
の
且
一
の
検
査

四
神
経
学
的
検
査

（診断）

第
二
十
五
条
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
労
働
者
に
、
遅
滞
な
く
、
医
師
の
診
断
を
受
け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7
1－
一
（
略
）

凶
凶
ア
ル
キ
ル
鉛
等
業
務
に
従
事
し
た
労
働
者
で
、
第
二
十
二
条
第
一
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
症
状
が
認
め
ら
一

れ

、

又

は

当

該

症

状

を

訴

え

た

も

の

一

（

略

）

一

2

報

（
健
康
診
断
）

第
二
十
二
条
事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
uU
吊
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、

雇
入
れ
の
際
、
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の
瞬
間
及
び
そ
の
後
一
一
一
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
奥
田
〕

つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（新設）

（新設）

（新設）

そ

う

け

ん

せ

ん

し

け

ん

一
い
ら
い
ら
、
不
限
、
悪
夢
、
食
欲
不
振
、
顔
面
蒼
白
、
倦
怠
感
、
盗
汗
、
頭
痛
♂
振
顔
、
問
肢
の
腿
反
射

こ
う

H
吋
！

it
剖
剖
司
1

充
進
、
悪
、
心
、
植
吐
、
腹
痛
、
不
安
、
興
室
、
記
憶
障
害
そ
の
他
の
神
経
症
状
又
は
精
神
症
状
の
有
無
の
検

査
二
廠
庄
の
測
定

三
血
色
素
量
又
は
全
血
比
重
一
の
検
査

四
好
塩
泉
一
点
赤
血
球
数
又
は
尿
中
の
コ
プ
ロ
ボ
ル
フ
イ
リ
ン
の
検
査

（新設）

（新設）

（新設）

官火曜日

（新設）

令和 2年 3月3日

（診断）

第
二
十
五
条
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
渇
げ
る
労
働
者
に
、
遅
滞
な
ぐ
、
医
師
の
診
断
を
受
け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
e

一
i
一
一
一
（
路
）

四
凶
ア
ル
キ
ル
鉛
等
業
務
に
従
事
し
た
労
働
者
で
、
第
二
十
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
症
状
が
認
め
ら
れ
、
又

は
当
該
症
状
を
訴
え
た
も
の

へ路）

2 
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官 報 （号外第 39号）1 1 令和 2年 3月3日火曜日

様式第2号（第23条関係）

四アノレキノレ鉛健康診断個 λ 票

生年月日 年 月 日 年 月 日
氏名

一一一一一一一一性 J31J 男 ． 女

四アノレキノレ鉛等業務の経歴

健 m音ク"' 年 月 日 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日

年 齢 歳 歳 歳 歳 歳

1. 雇入れ 2.配置替え
3. 定期の別

四アノレキノ レ 鉛 等 業 務 名

作業条件の 簡易な調査の結果

四アノレキノレ鉛による既往歴

自 見，，，＿乙』． 症 状

他 A見之久』 症 状

血液中の鉛の量 (μ g/ lOOml) 

尿中のデ、ノレタアミノレプリン酸の量

(mg/l) 

医自副主払夏と認直る；笠巳在三検査一

作業条件の調査の結果

貧 血 血色素量 ( g / dl) 

検 査 赤血球数 （万／mm3)

赤血球中のプロトポルフィリンの

量

宇中 経 ρ子2一弘 的 検 査

一 一一一一

そ の 他 の 検 査

医 師 。コ 舌ロdグ" 断

健康診断を実施した医師の氏名⑪

医 師 σコ 意 見

意見を述べた軍師の氏名⑪

備 考

様
式
第
一
一
号
及
び
様
式
第
一

一
旦
勺
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



令和2年 3月3日火曜日

備考

1 「1. 雇入れ 2.配置替え 3. 定期の別j の欄は、該当番号を記入すること。

2 f四アノレキル鉛等業務名Jの欄は、労働安全衛生法施行令別表第5の四アノレキル鉛

等業務の種類を号数で記入すること。

官 報 （号外第 39号） 12 

3 「自覚症状」及び「他覚症状j の欄は、次の番号を記入すること。

1 いらいら 2.不眠 3.悪夢 4.食欲不振 5.顔面菱自 6.倦怠感 7.盗汗

8.頭痛 9.振顧問四最のi違反射元進 11.悪心 12.福吐 13.腹痛 14.不安

15.興奮 16.記憶障害 17.その他

4 血液中の鉛の量及び、尿中のデノレタアミノレプリン酸の量の検査について、四アノレキ

ノレ鉛中毒予防規則第22条第2項の規定により、医師が必要でないと認めて省略した場

合には、「血液中の鉛の量j及び「尿中のデノレタアミノレプリン酸の量」の欄に「＊」

を記入すること。この場合、必要により備考欄にその理由等を記入すること。

5 「赤？血球中のブロロトポルフィリンの量jの欄の （ ） 内には、「μg/lOOml全血J、

「μg/lOOml赤血球J等の単位を記入すること。

6 「医師の診断」の欄は、異常なし、要精密検査、要治療等の医師の診断を記入する

こと。

7 「医師の意見」の欄は、健康診断の結果、異常の所見があると診断された場合に、

就業上の措置について医師の意見を記入すること。
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（号外第 39号）報宮火曜日13 令和 2年 3月 3日

様式第3号（第24条関係）（表面）
国 圃

ページ 総ページ
口／口

労働保
口口口口口口口口口口口口口口口口口口

在籍労 人険番号 働者数
事業場 I ：~~ I の名称
事業場の郵便番号（
所在地

電話

7：平成 元号 ま手 7：平成元号 年 月 日対象年
9：守口口口（月～月分 健診年月日

9：守口口口口口口口
健康診断実施
機関の名称
健康診断実施

｜長朝間 口口口口人機関の所在地
四アルキ／レ鉛等業務コード 具体的業務内容 従事労働者数四アルキノレ鉛

口口 口口 口口 口口口口人等業務名
実施者数 有所見者数

他覚
一口口口口大一 口口口口大

作業条件の調査人数
口口口口「所見

貧血
口口口口人 口口口口人

所見のあった者の人数
口口口口人検査 （他党所見のみを除く。）

神経学的
口口口口人 口口口口入 医師の指示人数 口口口口人検査
血液中の鉛の量 尿中のデ、ルタアミノレプリン酸の量 赤血球中のプロトポルフィリンの量

実施者数 口口口口人 口口口口人 口口口口人
1 口口口口人 口口口口人 口口口口人分

口日日日示 日日口白人一 ト 口口日口入－2 

布

3 口口口口人 口口口口人 口口口口人

i回目回回目回回目回回｜
四アルキノレ鉛健康診断結果報告書

団団団団匝

⑪
 

受付印

I 氏名
l産i
I i引所属医療機関の
l出｜名称及び所在地

＠ 

事業者職氏名
労働基準監督署長殿

日月年

圃
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令和 2年 3月3日火曜日

様式第3号（第24条関係）（裏面）

備考

宮

1 口口口で表示された枠（以下「記入枠」という。）に記入する文字は、

光学的文字読取装置（OCR）で直接読み取りを行うので、この用紙は

汚したり、穴をあけたり、必要以上に折り曲げたりしないこと。

2 記載すべき事項のない欄又は記入枠は、空欄のままとすること。

3 記入枠の部分は、必ず黒のボーノレペンを使用し、様式右上に記載され

た「標準字体」にならって、枠からはみ出さないように大きめのアラビ

ア数字で明綴に記載すること。

4 「対象年jの欄は、報告対象とした健康診断の実施年を記入すること。

5 1年を通し順次健診を実施して、一定期間をまとめて報告する場合

は、「対象年j の欄の（ 月～ 月分）にその期間を記入すること。ま

た、この場合の健診年月日は報告日に最も近い健診年月日を記入するこ

と。

6 f対象年」の欄の（報告回目）は、当該年の何回目の報告かを記入

すること。

7 「事業の種類」の械は、日本標準産業分類の中分類によって記入する

こと。

8 「健康診断実施機関の名称J及び「健康診断実施機関の所在地」の禰

は、健康診断を実施した機関が2以上あるときは、その各々について記

入すること。

別表1

報 （号外第 39号） 14 

9 「在籍労働者数J、「従事労働者数J及び「受診労働者数」の欄は、健

診年月日現在の人数を記入すること。なお、この場合、「在籍労働者数J

は常時使用する労働者数を、「従事労働者数Jは別表1に掲げる四アル

キル鉛等業務に常時従事する労働者数をそれぞれ記入すること。

io rrmアノレキル鉛等業務名」の欄は、日Jj表 1を参照して、該当コードを

全て記入し、（ ）内には具体的業務内容を記載すること。なお、該当

コードを記入枠に記入しきれない場合には、報告書を複数枚使用し、 2
枚ロ以降の報告書については、該当コード及び具体的業務内容のほか

J労働保険番号j、「健診年月日J及び「事業場の名称jの欄を記入する

こと。

11 「分布jの欄中「血液中の鉛の量j、f尿中のデルタアミノレプリン酸

の量」及び「赤血球中のプロトポルフィリンの量Jについては、 5J!J表2

を参照して、それぞれ該当者数を記入すること。

12 f所見のあった者の人数Jの禰は、各健康診断項目の有所見者数の合

言十ではなく、健康診断項目のいずれかが有所見であった者の人数を記入

すること。ただし、他党所見のみの者は含まないこと。

13 「医師の指示人数j の械は、健康診断の結果、要医療、要精密検査等

医師による指示のあった者の数を記入すること。

14 「産業医の氏名j の欄及び「事業者職氏名jの織は、氏名を記載し、

押印することに代えて、署名することができること。

コード 四アノレキル鉛等業務の内容

四アノレキノレ鉛（四メチノレ鉛、四エチノレ鉛、ーメチノレ・三エチノレ鉛、二メチル・ニエチノレ鉛及び三メチノレ・ーエチノレ鉛並びにこれらを含有
01 

するアンチノック剤をいう。以下同じ。）を製造する業務（四アノレキノレ鉛が生成する工程以後の工程に係るものに限る。）

02 四アノレキノレ鉛をガソリンに混入する業務（四ア／レキル鉛をストレージタンクに注入する業務を含む。）

コ｝ド01又は02に掲げる業務に用いる機械又は装置の修理、改造、分解、解体、破壊又は移動を行う業務（コード04に掲げる業務に該当
03 

するものを除く。）

四アノレキル鉛及び加鉛ガソリン（四アルキル鉛を含有するガソリンをいう。）（以下 f四アルキノレ鉛等j という。）によりその内部が汚染
04 

されており、又は汚染されているおそれのあるタンクその他の設備の内部における業務

05 四ア／レキノレ鉛等を含有する残さい物（廃液を含む。）を取り扱う業務

06 四アノレキル鉛が入っているドラム缶その他の容器を取り扱う業務

07 四アノレキノレ鉛を用いて研究を行う業務

四アノレキル鉛等により汚染されており、又は汚染されているおそれのある物又は場所の汚染を除去する業務（コード02又は04に掲げる業
08 

務に該当するものを除く。）

別表2

検 査 内容 単位
分 布

2 3 

血液中の鉛の量 μ g/lOOml 20以 F 20超 40以下 40超

尿中のデルタアミノレプリン酸の最 mg/l 5以下 5超 10以下 10超

赤血球中のプロトポノレフィリンの量 μ g/lOOml赤血球 100以下 100超 250以下 250超
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（
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
特
定
化
学
物
質
障
察
予
防
規
則
（
昭
和
凶
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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改

町
別
表
第
一
一
一
（
第
三
十
九
条
関
係
）

ト7仁｝

業

務

ベ
ン
ジ
ジ
ン
及
び
そ
の

塩
（
こ
れ
ら
の
物
を
そ

の
護
策
一
の
一
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
て
含
有
す
る

製
剤
そ
の
他
の
物
を
含

む
。
）
を
製
造
し
、
又
は

取
り
扱
う
業
務

の
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

f麦

則
自
i

項

（略）

一
業
務
の
経
療
の
務
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
畑
出

る。）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
交
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

三
ベ
ン
ジ
ジ
ン
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
血
尿
、
頻
尿
、
排

尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
震
の
有
無

の
検
査

関
（
略
）

双
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
（
当
該
業
務

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
嫌
診
断
に

お
け
る
も
の
に
限
る

P

）

六
尿
中
の
潜
血
検
査

七
医
師
仰
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
澄
検
鏡
の
検

さ

査
又
は
尿
沈
溢
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査
一
業
務
の
経
歴
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）

一
一
…
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

一
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

一
に
限
る
。
）

一三
L
五
（
絡
）

（賂）

（
傍
綾
部
分
は
改
正
部
分
）

「i
l
i－
－

2
2
2
2

川
S
E
l
l

－－』「
i
i
z
i
i
l
z

同
Ossetia－

別
表
第
一
一
一
（
第
三
十
九
条
関
係
）

一は

j
j門
間
い
い

2
4関口
M
い
l
l門
l
i
l－一

什
次
の
物
を
製
造
し
、
又
（
耐
附
）
一
一
業
務
の
経
歴
の
調
査

は

取

り

扱

う

業

務

一

一

…

ベ

ン

ジ

ジ

ン

及

ひ

一

そ

の

極

一

（

新

設

）

二
べ
i
夕
ZEE－

ふ

ノ

フ

チ

一

ル

ア

ミ

ン

及

び

そ

の

一

樹

一

二

血

尿

、

頻

尿

、

排

尿

策

等

の

他

覚

症

状

又

は

白

当
判
引
阿
川
吋
バ
外
一
状
阜
既
往
廃
の
有
無
の
検
査

ジ

ン

及

び

そ

の

塩

／

一

剛

汁

川

引

列

川

刊

升

到

行

路

一

）

チ

ル

ア

ミ

ン

及

び

そ

（

新

設

）

則

樹

一

五
オ
ル
ト

i
ト

リ

ジ

一

川

副

叫

到

刷

出

（

新

設

）

叫
川
一
山
川
町
ロ
バ
料
計
制
四
尿
沈
配
検
鏡
（
医
鰍
が
必
婆
と
認
め
る
場
合
は

i
ぴ
M
M
川
崎

l
i－
－
’
沈
酵
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
）
の
検
査

七

パ

ラ

i
ジ
メ
チ
ル

ア
ミ
ノ
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ

ン
八
マ
ゼ
ン
タ

九
前
各
号
に
掲
げ
る

物
を
そ
の
重
一
農
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

一

り

経

E

二

（

略

）

I __ t::L! 
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担｜（四）｜

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
例
凶
断

る。）

二
制
銅
剣
削
例
制
剥
剖
捌
到
斗
剖
謝
劃
制
凶
制
開
制
制
制

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

三
ベ
ー
タ

i
ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
頭

潟
、
怒
心
、
め
ま
い
、
昏
迷
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、

限
の
刺
激
症
状
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
運
動
失

調
、
尿
の
諸
色
、
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他
、
覚
症

状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
民
間
出
応
い
同
医
い
惜
縫
い
協
際
協
権

状
、
限
の
刺
激
症
状
、
’
顔
面
薪
白
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
運

動
失
調
、
尿
の
着
色
、
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他

党
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
剣
劇
刻
割
削
剥
劇
刑
期
制
剰
刺
則
樹
到
斗
出
謝
組
制

一
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

一
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

一
対
照
的
桝
関
同
l
i
i
i
i
i
i
i
l－－

一
剖
｜
医
師
同
泌
懐
怯
協
同
同
鴻
恰
は
い
協
悦
皆
撒
隣
同
撒

一
査
又
は
尿
沈
溢
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

一

変
一
寸
期
制
制
樹
園
例
制
剤
封
劇
剰
刺
凶
制
剛
樹
割
引
引
一

一
剣
劇
割
引
矧
川
引
制
引
劉
劇
割
削
引
制
削
引
制
制
削
岡
一

一

る

。

）

一

一
ゴ
例
劃
剣
削
州
問
剥
剖
制
到
」
剖
剖
銅
剣
則
樹
矧
制
朝
一

一
引
引
矧
劇
割
削
矧
叫
引
制
引
倒
劇
劃
附
則
剖
州
引
制
則
一

一

に

限

る

。

）

一

一
司
刈
外
叫
川
吋
川
刈
河
川
則
訓
引
制
割
削
剖
引
剰
刺
1
一

一
め
ま
い
、
せ
き
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、
咽
頭
痛
、
取
一

一
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他
党
疲
状
又
は
自
覚
症
状
の
一

一

既

往

廃

の

有

無

の

検

査

一

一
回
頭
痛
、
め
ま
い
、
せ
き
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、
姻
一

一
割
問
副
司
剥
町
出
閑
樹
矧
例
制
剣
劇
刺
剖
白
一

一

覚

症

状

の

有

無

の

検

査

一

一
五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
笠
（
当
該
業
務
一

一
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
一

一

お

け

る

も

の

に

限

る

。

）

一

一

六

尿

中

の

潜

血

検

査

一

一
剖
医
師
仰
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
配
検
鋭
の
検
一

一
査
又
は
尿
沈
績
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検
一

一

室

一

i11ド
l
i
j
i
i
l
l
i
t－－

i
i
i
l
i
l
i－

－

i
i
l
i－－

a

一

（新設）

へ新設）
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（五）｜

ア
ル
フ
ァ
l
ナ
フ
チ
ル

ア
ミ
ン
及
び
そ
の
境

（
こ
れ
ら
の
物
を
そ
の

重
量
の
一
パ
ー
セ
ン
ト

を
越
え
て
含
有
す
る
製

剤
そ
の
他
の
物
を
含

む
。
）
を
製
造
し
、
又
は

取
り
綾
う
業
務

同｜

（路）

｛七ll

オ
ル
ト

i
ト
リ
ジ
ン
及

び
そ
の
塩
（
と
れ
ら
の

物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て

含
有
す
る
製
剤
そ
の
他

の
物
を
含
む
。
）
を
製
造

し
、
又
は
取
り
扱
う
業

主
刀3

4
 

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

三
ア
ル
フ
ァ
l
ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
其
ひ
そ
の
塩
に
よ
る

i

l

i

l

i
－

－
i

l

i

l

i
－

－

－

－

叶

竹

i
l
i
l
i
a－
－

－

－

－

頭
痛
、
悪
心
、
め
ま
い
、
寄
迷
、
倦
怠
感
、
呼
吸
擦
の

そ
F

つ

刺
激
症
状
、
限
の
刺
激
症
状
、
顔
磁
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー

ゼ
、
運
動
失
調
側
、
尿
の
着
色
、
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
療

等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
波
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検

査

l
l・
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i－
－
l
l
i
i！！
l
i
s
－－叫叫
a
l
l
i－
－
1
1
1
1
i
l

関
頭
痛
、
悪
心
、
め
ま
い
、
昏
迷
、
倦
怠
感
、
呼
吸
法

そ
う

の
刺
激
症
状
、
限
の
刺
激
旋
状
、
顔
箇
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー

ゼ
、
運
動
失
調
、
尿
の
着
色
、
血
尿
、
銀
尿
、
排
尿
痛

壮
一
一
守
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
波
状
の
有
無
の
検
森
一

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
（
当
該
業
務

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

六
尿
中
の
潜
血
検
査

七
医
師
仰
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
溢
検
鏡
の
検

L
d
己

査
又
は
尿
沈
澄
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
畑
細
胞
診
の
検

査
一
（
略
）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

一一一一
1
五
（
略
）

一
（
削
る
）

立！

一
寸
艶
掛
川
町
紹
問
削
融
商
i

～
出
掛
此
劃
刑
制
凶
制
附
組
事
引
制

一
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

一
る
。
）

一
二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

－
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

＝
…
オ
ル
ト

i
ト
リ
ジ
ン
及
、
び
そ
の
坂
に
よ
る
間
般
の
刺
激

症
状
、
血
尿
、
顔
尿
、
排
尿
痛
等
の
抽
出
覚
症
状
又
は
自

覚
症
状
の
既
往
震
の
有
無
の
検
資

四
限
の
刺
激
症
状
、
血
尿
、
鎖
尿
、
排
尿
療
等
の
他
党

症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
資

新
設

／ 
一ーム－1一一一一一一回l

新
設

五｜二

」尿は耳， n V ' 

ヰ1

~I 事
ピ

ノ

ゲ

ーノの
検
資

r 

一 一一一一一一一一一一一一一一 一一一 一
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18 （号外第 39号）報官火曜日令和 2年 3月 3日

｛八）｜、HM吋何
V

（賂）

出
川

（路）

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
侍
従
事
す
る

労
側
割
引
矧
U
引
制
引
樹
闘
割
削
凶
剖
削
引
制
州
凶
閥

る。）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

三
ジ
ア
ニ
シ
ジ
ン
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
皮
膚
の
刺
激
症

状
、
粘
膜
刺
激
症
状
、
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
療
等
の
他

覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

四
皮
膚
の
刺
激
症
状
、
粘
膜
刺
激
症
状
、
血
尿
、
頻
尿
、

排
尿
痛
等
の
他
党
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
（
当
該
業
務

に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に

お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

六
尿
中
の
潜
血
検
査

七
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
澄
検
鏡
の
検

査
又
は
尿
沈
溢
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査

，

五
尿
中
の
潜
血
検
査

六
医
師
が
必
市
立
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
配
検
鏡
の
検

1
1
1
1
1
1
1吋

l
i
l
j
e
l
l
i－－
1
1
1
1
1
1
1
a
1
1
1
1

査
又
は
尿
沈
溢
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査

（路）

一
業
務
の
経
歴
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

一
引
引
到
鮒
割
引
矧
M
寸
間
引
掛
劇
割
削
叫
割
削
引
制
制

に
限
る
。
）

一一…
i
六
（
路
）

（略）

一業務の緩肢の調査（当該業務に常時従事する

労働者に対して行う健康診断におけるものに限
る。）

二作業条件の簡易な調査（当該業務に常時従事

する労働者に対して行う健康診断におけるもの
に限る。）i

コ一（略）

（記｜ （四）｜

/!!/cl 由喜

略

新

自在
設 業務

五｜

の
略

の

震経 量
の の

査調 査調
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報宮 （号外第 39号）火曜日令和 2年 3月3日19 

、t
，I／

十
一

十
二

十
三（古）｜十

五（実）｜、、、i
s

’’’
十
七

F

’SF
B

‘、、

（路）

一
一
回
せ
き
、
た
ん
、
胸
痛
、
鼻
汁
、
鼻
出
血
、
泊
明
党
脱
失
、

一

一

部

鼻

腔

炎

、

鼻

ポ

リ

i
プ
、
頭
部
等
の
リ
ン
パ
節
の
肥

一
一
大
等
の
他
党
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
資

一

一

五

・

六

〈

略

）

一
（
賂
）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
斎

一一一
i
五
（
賂
）

一
（
略
）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

＝
「
四
（
賂
）

略略

一
（
略
）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

一一一
i
五
（
路
）

一
業
務
の
経
歴
の
粗
削
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）

一
二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

一
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

一
に
限
る
。
）

一三
i
七
（
路
）

（

賂

）

一

一

業

務

の

緩

擦

の

調

査

（

当

該

業

務

に

常

時

従

事

す

る

一
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

一
る
。
）

一
二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

一
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

一
に
限
る
。
）

一
一
一
一
i
五
（
路
）

二
業
務
の
経
歴
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

一
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

一
る
。
）

一
一
一
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

一
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

一一一
1
五
（
賂
）

11111 （賂）臣告

一
業
務
の
経
摩
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）

l九） ii＿＿＿＿＿！竺ll＿」竺II~型i

（路）
（陥）

（断）
（略）

開十l 一旦li一

（絡）

一一一（当11

（路）
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報官 20 （号外第 39号）火曜日令和 2年 3月3日

（丈）1) （五）／
、、1BEZ’’’

二
十

r
，，，，‘、、

‘、、．、ι

・・冒a
’epa
，，，，

f
’’jazz－－
t

、ー、

！、L
I
E
S－
／

一
一
十
二

，r
’tE
S
S
E

－、、

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
潟
資
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

引
引
矧
側
割
削
矧
U
寸
矧
引
制
劇
割
削
削
剖
削
引
制
似

に
限
る
。
）

一一一
i
七
（
路
）

（

際

）

一

（

略

）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

一
一
て
四
（
路
）

（燃）

一
業
務
の
緩
歴
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
ぶ
割
引
引
制

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）

二
例
劃
斜
例
制
制
刻
削
剥
到
到
嗣
剰
刺
凶
制
附
制
朝

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

三
オ
ー
ラ
ミ
ン
に
よ
る
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他

覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
療
の
有
無
の
検
査

四
（
略
）

五
尿
中
の
潜
血
検
査

六
十
幅
広
階
段
慢
恨
以
降
臨
川
崎

査
又
は
尿
沈
澄
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

査（削る）

（略）
（略）

一
（
略
）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
資

一
一
一
・
四
（
略
）

一
（
削
る
）

（

附

町

）

一

一

（

賂

）

一
一
一
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
カ
ド
ミ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合
物
に
よ
る
せ
き
、
た
ん
、

制
州
川
引
川
外
剣
淵
開
削
剥
矧
副
制
吋
剖
制
不

i
i
l
i
l
i
1
1
d
U
1
B
i
l
l
i－
－

i
l
l
i
t－
－

l
i
l－
1
1
1
1
1
1
1
1
 

媛
、
慈
心
、
幅
吐
、
反
復
性
の
腹
痛
又
は
下
痢
、
体
護

減
少
紘
一
寸
の
他
党
症
状
又
は
自
覚
疲
状
の
既
往
歴
の
有
無

の
検
査

開
（
絡
）

五
血
液
中
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
量
の
測
定

ムハl尿中のべiタ2iミクログロブリψの量の測
定

（主）I （芸）I （主）I （高）I I （主）I 

盟各 賂 国首 ru~ 

五尿中l 沈法書四｜れ殺） 三l状の ニ血I 
尿中門街（轡 カド）設 二！ 喧

柔fr
設 業務

の蛋白t 犬権又は 状腸重量吊ミ ~ の
賂略ウパ 歴頻尿 経

ロニ の 歴
の 等支 ビ コ

師が医

有無排
の

有鉱の のけ山 リ フ’ 査調
のカド 既j往塗 z. 」

ノ tt; 
検資の 等尿痛

ゲ検主筆 ミ 。 よ 必

黄環ム色ウ 有の怪町 の検査ン 細胞診る
婆乙しー

の

党他症状
鉱物 認

の J、 検査の ょIるこ
め
る

の場i口'- 又

書手提ま 呼吸 iま

症覚自の d山首

検 、疲
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（号外第 39号）

ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
（
こ
れ

を
そ
の
重
量
の
…
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
て
含
有

す
る
製
剤
そ
の
他
の
物

を
含
む
。
）
を
製
造
し
、

又
は
取
り
扱
う
業
務

（~） I 

報宮火曜日

（~） I 
（賂）

令和 2年 3月3日

二
十
六

21 

務
の
経
歴
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

る。）
（絡）

（
略
）
一
了
二
（
賂
）

一
三
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
に
よ
る
頭
震
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食

お
う

I
l
l
i－
－

l
！
I
l
l
i－
－

1
1
1
1
1
1
1

欲
不
娠
、
慈
心
、
阪
丘
、
知
覚
異
常
、
娘
の
刺
激
症
状
、

上
気
道
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
党

症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

お
eeJ

四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
怒
心
、
限
叶
一
、

知
覚
異
常
、
限
一
の
刺
激
症
状
、
上
気
道
刺
激
疲
状
、
皮

膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
党
波
状
又
は
自
覚
症
状
の

有
無
の
検
査

（削る）

五

路

（略）

一同一切11 －一倒→

一一一寸手子了］

~I 
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22 （号外第 39号）報官火曜日令和2年 3月3日

、、ta
s
s

，，r
’

二
十
八

／，g
d
S
E
a
t

、、

、I
l
l－
／

二
十
九

一一一十

r
’tg
‘ー、、

、、‘t
h
h
s

’FI
4

’

…一一十一

JI1531
‘11、

（跨）
（路）

（路）ill& 
は｜含jる！ン｜そ｜間
取｜むl製｜トiのi塩
り l~I 剤i を i Hl;I化
扱｜をiそ｜超｜曇｜炭
うj製iの｜え！の｜素
業11宣 l 他！て｜ーI~
務｜し！のl含iパ｜こ

、i物｜有lI lれ
又！をlすiセ！を

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

一
二
・
四
（
絡
）

一
業
務
の
経
援
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）

二
例
劃
剣
例
制
制
劉
射
訓
到
斗
引
制
戴
制
同
制
矧
紺
制
制

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に閉山る。）

一一一
i
六
（
略
）

一
業
務
の
緩
歴
の
調
査
」
出
制
剰
刺
凶
制
矧
紺
割
引
到

矧
制
割
引
矧
叫
引
制
引
制
劇
割
削
引
制
附
引
制
制
凶
樹

る。）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

引
引
制
劇
割
削
矧
U
引
制
引
鮒
劇
割
削
凶
制
削
引
制
叫

に
限
る
。
）

一一一
1
五
（
賂
）

ー
四

（削る）

（略）

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

＝
一
四
塩
化
炭
素
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲

’l
i
l
i－
－

1
1
i
l副司
l
i
l
i
a－
－

i
l
i
l－
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

不
振
、
悪
心
、
極
吐
、
限
の
刺
激
症
状
、
皮
膚
の
刺
激

制
料
1
出
掛
刻
凶
剣
劇
制
時
制
割
削
制
剣
劇
制
到
刷
出

覚
症
状
の
既
往
膝
の
有
鉱
山
の
検
資

b
p
、

四
頭
筆
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
怒
心
、
幅
吐
、

限
の
刺
激
症
状
、
皮
膚
の
刺
激
旋
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜

の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査

対
副
謝
列
川
列
計
川
列
刑
制
判
同
引
制
到
川
列
刊
到
パ
パ

ス
ア
ミ
ナ
！
ゼ
（
G
O
T）
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

ル
ピ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
i
ゼ
（
G
P
T）
及
、
び
血

清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
i
ゼ

（
T
i
G
T
P）
の
検
査

' 、ー

（~） 11 （訪II（~） I （新設）

（略）自在 （路）

（絡）

作
業
条
件
の
簡
易
な
調
資

業
務
の
緩
懸
の
調
査

（新設）五 作
業
条
件
の
街
易
な
調
交

（路）
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（号外第 39号）

・
悶
｜
ジ
オ
キ
サ
ン

（ζ
れ
を
そ
の
重
量
一
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
を
含
む
。
）
を
製

造
し
‘
又
は
取
り
扱
う

業
務

‘、、
ts
’s
’’J
’

二
一
十
凶

／’
S
E
E
l
店、

一－一一
l
l
ジ
ク
ロ
ロ
エ

タ
ン
（
こ
れ
を
そ
の
重

量
の
一
パ

i
セ
ン
ト
を

超
え
て
含
有
す
る
製
剤

そ
の
他
の
物
を
含
む
。
）

を
製
造
し
、
又
は
取
り

扱
う
業
務

報官令和 2年 3月 3日

(t)IJ （＊）卜（！）I
（略）

（防）

23 

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
一
・
問

i
ジ
オ
キ
サ
ン
に

ぃ
、
感
心
ち
糎
吐
、
け
い
れ
ん
、
恨
の
刺
激
症
状
、
皮

膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の

既
往
療
の
有
無
の
検
査

四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
慾
心
、
販
一
位
、
け
い
れ
ん
、

限
の
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
奥
常
等
の
他
党
症

状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
資

五
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン

ス
ア
ミ
ナ
i
ゼ
（
G
O
T）
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

ル
ピ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
1
ゼ
（
G
P
T）
及
び
血

清
ガ
ン
マ

i
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
l
ゼ

（
7
1
G
T
P）
の
検
査

一
業
務
の
経
歴
の
調
査

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

三
一
・
二
1
ジ
ク
ロ
ロ
ヱ
タ
ン
に
よ
る
頭
重
一
、
一
頭
痛
、

め
ま
い
、
悪
心
、
鴎
吐
、
傾
眠
、
限
の
刺
激
症
状
、
上

気
道
刺
激
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
党
症

状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i－
－

1
1
1
1
1
1
J笥
l
i
B
i
l
l
i－
－

－

四
頭
襲
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
怒
心
、
幅
吐
、
傾
眠
、
限

の
刺
激
症
状
、
上
気
道
刺
激
疲
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の

異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査

六
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン

ス
ア
ミ
ナ
i
ゼ
（
G
O
T）
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

ル
ピ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
i
ゼ
（
G
P
T）
及
び
血

液
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
l
ゼ

（
7
1
G
T
P）
の
検
査

六
月

／ヘ

新
設

業
務
の
経
歴
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

了
間
（
略
）
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24 （号外第 39号）報宮火曜日令和 2年 3月3日

（空）／
、t
，e’t
’’’J

四
十
一

f

’’’E
’’ztI
‘、

何）I(!)/ 
盟各（略）（路）義1e1告｜互い／2/~I ~－ 11 

、｜物｜有I11れ1乃i
又lをiす｜セ｜をI;:.,1 
は｜含iる｜ン｜そi：二iニ
取iむ｜製｜トiの｜竺l
り101剤UIを｜護｜工l
扱l；をiそ｜超｜最｜タII 
う｜製｜のlえ｜の！ン！テl

三｜二｜一

五｜作！（
業｜略か，....＿.，

~、升ミ

自在件
）の

簡
易
な
調
査

一
（
略
）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

一一一
i
五
（
路
）

一
・
一
一
（
略
）

三
ス
チ
レ
ン
に
よ
る
頭
案
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
感
心
、

お
う

i
I
l
l
i
t－
－

1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
l
i
t－
－

1
1
1
1
0
j叫
f

艦
吐
、
恨
の
刺
激
症
状
、
皮
腐
又
は
粘
膜
の
異
常
、
耐
別

部
等
の
リ
ン
パ
節
の
腫
大
の
有
無
等
の
他
覚
症
状
又
は

自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

i

l

 

閉
頭
重
一
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
防
吐
、
眠
叫
脚
動

Iloi－
－

fills－
I
l
j
i
I
t
l
i
t
i－
－
｝

111BIt－
－

11Itd什
ηIl－
－

111111
’I1
1
8
1
3
f
t
l

一
症
状
、
皮
腐
又
は
粘
膜
の
異
常
、
劇
部
等
の
リ
ン
パ
節

一
の
腫
大
の
有
無
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無

一
の
検
査

一
五
尿
中
の
叶
バ
門
川
断
則
的
引
判
ゴ
川
列
叫
刑
制
判
川

一
般
の
総
量
の
測
定

一
六
白
血
球
数
及
び
白
血
球
分
画
の
検
査

一
七
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ッ
ク
ト
一
フ
ン

一
ス
ア
ミ
ナ
l
ゼ
（
G
O
T）
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

一
川
田
川
列
刊
到
刈
刈
列
計
引
け
司
討
叫
引
寸
刻
訓
削

一
清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ

i
ゼ

一

（

T
i
G
T
P）
の
検
査

利
引
寸
i
劃
針
野
劃
i

l

i

l

i

－

－

－

一
二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

一
一
一
一
一
・
一
・
二
・
ニ

i
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
に
よ
る

司

お

う

一
援
護
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
悪
心
、
順
位
、
上
気
道
刺
激

一
症
状
、
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
覚
症
状
又
は
自

一
覚
症
状
の
既
往
震
の
有
無
の
検
資

一I
l

l
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1討
可
s
i
l
l
i－
－

－

－

一
四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
惑
心
、
阪
吐
、
上
気
道
利

一
激
症
状
、
皮
腐
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
、
覚
症
状
又
は

一
自
覚
症
’
状
の
有
無
の
検
査

一
五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査

一
六
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン

一
ス
ア
ミ
ナ
！
ゼ
（
G
O
T）
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ

…
州
出
川
州
日
引
川
刈
刊
訂
刊
日
明
ペ
引
利
引
叶
出
削
削

清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ

i
ゼ

（
T
i
G
T
P）
の
検
査

、、2
‘aztp
，t’v

三
十
二

三十一一一

，I
t－
－

1111 

(!)/ 
（峨）（時）

（略）

（略）

（新設）
i
四

（略）

l新
四l設（

）略

（略）

了
二
（
略
）

三

ス

チ

L
ン
に
よ
る
頭
議
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不

1
1
3

お
う

1
i
l
l－

振
、
慈
心
、
纏
吐
、
腹
痛
等
の
他
党
症
状
又
は
白
覚
症

状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
資

泊
う

四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
悪
心
、
艦
吐
、

腹
痛
等
の
抽
出
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
終
の
検
資

剖
刈
l
i－
－

2
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i－
－

五
尿
中
の
蛋
自
の
有
無
の
検
査
及
び
マ
ン
デ
ル
般
の
量

の
測
定

（新設）

（新設）
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h

、‘ー、
B
S

，aa
，，，，

凶
十
凶

，f
’’FB
B
E
E

’t
1

、、

一
・
一
一
（
路
）

三
一
ア
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
一
頭
4

患
勺
頭
痛
、
め

ま
い
、
懇
心
、
幅
吐
、
傾
眠
、
振
頭
、
知
覚
異
常
、
限

一
の
制
刺
激
症
状
、
上
気
道
刺
激
液
状
、
皮
綴
又
は
粘
膜
の

一
具
常
等
の
他
党
症
状
又
は
自
覚
疲
状
の
既
往
獲
の
有
鉱
山

一
の
検
査

一

お

う

lolli－
－

－

一
四
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
惑
心
、
幅
吐
、
傾
限
、
振

一
蹴
、
知
覚
異
常
、
限
の
刺
激
疲
状
、
上
気
道
刺
激
症
状
、

一
皮
膚
又
は
粘
膜
の
異
常
等
の
他
党
症
状
又
は
自
覚
症
状

一
の
有
無
の
検
査

一
五
皮
鷹
炎
枯
一
寸
の
皮
滞
一
所
見
の
有
無
の
検
査

二
ハ
尿
中
の
ト
リ
ク
ロ
ル
酢
酸
又
は
総
三
塩
化
物
の
最
一

ω

一
測
定

一
叫
（
硲
）

一
八
尿
中
の
潜
血
検
査

一

一

業

務

の

経

歴

の

調

査

一

一

二

作

業

条

件

の

簡

易

な

調

査

一

一
一
一
一
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
一

一
い
、
悪
心
、
幅
吐
、
傾
娘
、
銀
類
、
知
覚
異
常
、
皮
膚
一

一
文
は
粘
膜
の
異
常
、
頭
部
等
の
リ
ン
パ
節
の
腫
大
の
有
一

一
無
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
一

一

検

査

一

一
一
山
一
旗
章
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
感
心
、
鴨
吐
、
傾
阪
、
援
一

一
鮒
叶
制
釦
劃
制
川
副
配
引
削
船
駅
川
配
引
削
船
駅
則
一

一
リ
ン
パ
節
の
腫
大
の
有
無
等
の
他
党
症
状
又
は
自
覚
症
一

一

状

の

有

無

の

検

査

一

一
五
皮
膚
炎
等
の
皮
膚
所
見
の
有
無
の
検
査
一

一
六
尿
中
の
ト
リ
ク
ロ
ル
酢
酸
又
は
総
三
極
化
物
の
且
且
の
一

一

測

定

一

一
七
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
一

一
ス
ア
ミ
ナ
！
ゼ
（
G
O
T）
、
血
清
グ
ル
タ
～
ツ
ク
ピ
一

一
ル
ピ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
！
ゼ
（
G
P
T
）
及
び
胤
一

一
議
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
f
ゼ一

一

（

7
l
G
T
P
）

の

検

査

一

一
八
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
波
中
の
議
血
検
資
一

一
文
は
腹
部
の
超
音
波
に
よ
る
検
資
、
尿
路
造
影
検
査
等
一

一

の

爾

像

検

査

一

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
ヱ
チ
レ

ン
（
こ
れ
を
そ
の
重
喜
揖

の
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
て
含
布
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物
を
含
む
。
）
を

製
造
し
、
又
は
取
り
扱

う
業
務

剛
山
日
山
田
ほ
は
い
」
出

J
I
1
J
（
こ
れ
を
そ
の
重
量
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
を
含
む
。
）
を
製

造
し
、
又
は
取
り
扱
う

業
務

（絡）

（折設）

（
路
）
二
・
二
一
（
賂
）

一
一
一
旬
一
エ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
又
は
ト
リ
ク
ロ
ロ
ヱ
テ
レ

一
ン
に
よ
る
頭
重
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
談
、
悪
心
、

一
瞬
止
、
劇
制
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴

一
の
支
無
の
検
査

一

一

I
l
l
i－
－

I
l
l－
t

お
う

一
四
頭
議
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
感
心
、
眼
目
吐
、

一
腹
療
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
然
の
検
査

一
（
新
設
）

i
l
z
B
i
l
l
i－－
－

一
日
尿
中
の
面
白
瓜
有
無
の
検
査
及
、
ひ
ト
リ
ク
ロ
ル
酢
俊

一
又
け
ニ
塩
化
物
の
量
の
測
定

一六一
（
新
設
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（~） I （わl （？）！ （！）！ (i)I （~） I 
務｜し

物喜
含有す

／て れ ノ ノt
略 略 l 略 世島 国際を アソ フ

又 セ そ
lま る 、／ 

0) ベン

取扱り 製剤i
ト

重
ン メ

を ゼ ルチ手争 そ 超 量 ./ 、

業 造製 の /L の ア
他 て 、ヲーー 一、、、

ヘl 二I ~三二」五i 四｜三i 二｜一｜ 六l三｜二！－

おける 持主常にす 皮膚炎等j又は 淑結刺状の 世き 症覚状自I痕状激I附き、 パ三分 限るに るす業隼条件 JるI働者労 務業 剛雪にする事件条l---3るI聖労書 五S号にする事条件 JるI労聖書旅1血 五l作業条件 略（ ） 
五｜ 業f作皮庁平、略

も 症状覚自 、 、痛頭ジI＿＿；者労働 にの ！こ J 者働労 対にのご J 者働労 にの

のに の 、頭子p高p,j、既歴往の血尿 メ にの 対し経摩
数等球）（賂 の

に の し康経 にの 対し経廃 ~ の
限る j所皮脅の血 、鳴I椅Zチ 対筒 ての

l高赤 望な
対し簡易な て軍査の司 立しす筒 ての 間

3 ・ii！乃の農舎は iii霊
易

行革康診断

調査 易な

行康て健診断う 調査 千康健診隆う子行 （当I 
てな

見の頻 有無 、呼吸修ミ 行藤修断飽う調査 系 査調

行童書
錫査 調査

対にの検査尿坪の排 ノ 務富該

主主 排塁悪iのiiii に

の
血

重検液量
震行診断う検王（［，立3 尿婦等刺毅症状の 状他量の一 剰激症状 ゼン に おけ常事すに

おに お

常従事す時に
おに に iる：H従手時官 け

業（該当 の ンおにる
お る

党症状他 、!:: け 従革時'fl!まt も け従事常時 も
vt 常 も

H良よる の るの る
従事持

の
又のるも に も

に務 限はi料ぜの 限る 0) 限 る

c 

四
十

f

’tt
h

、、 (!)/ 
引
什
ザ

三
十
八

同
一
川
て
略
）

（新設）

（脇）
（略）

（略）
（賂）

i新
四l設（

）略

（絡）

業
務
の
経
歴
の
調
査

~L一一
作
業
条
件
の
街
易
な
続
交

略

業
務
の
緩
療
の
調
査

（略）

一
（
路
）

（
新
設
）

二
l
四
（
賂
）

五
全
血
比
重
、
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査
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。、
、
1
1
‘E
I－－’

五
十
二

五
十
三

，i
l
l
t
、

日
刊
阿

’4a
，Saba
－，．B

町，‘ー、、(!) 、、t
‘BE
，，J
’’

五
十
六

、、、‘‘、．1
且
E

・・Ea
，

Ev

－
ea

，，e’

五
十
七

’’’’’
e
a
a

－－巴白可也‘‘、、

二
業
務
の
経
膝
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
持
従
事
す
る

一
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

一
る
。
）

一
二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
笠
該
業
務
に
常
時
従
事

一
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

一
に
限
る
。
）

一一一一
1
七
（
略
）

一
一
（
略
）

一
二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

一一ニ
1
五
（
賂
）

一
（
削
る
）

（

略

）

一

業

務

の

経

膝

の

調

査

（

当

該

業

務

に

常

時

従

事

す

る

労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事

す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の

に
限
る
。
）

一一一
1
六
（
路
）

（路）（略）
（略）

（路）
（賂）

一
（
略
）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

一一一－
m
間
（
略
）

（削る）

一業務の経歴の調査（当該業務に常時従事する

労働者に対して行う健康診断におけるものに限
る。）

二作業条件の簡易な調査（当該業務に常時従事

する労働者に対して行う健康診断におけるもの
に限る。）

一一了間（賂）

fn赤血球数紘一寸の赤血球系の血液検査
六（路）

ご（賂）

一ゴ作業条件の簡易な競査

一三1六（陥）！ 、一七尿中の糖の有無の検査

｜一関｜ 由｜ 出ll 剛 （引 一円｜
路 略 自在

ト一一一一一一一日泊目日…均台…町一ー一

五｜四1三子~. 薪翠 一
明主選曾n曹~－金室再面 量業暫の、J

のウ （ 路糖略
の ロ
有無 血赤 の ビ

球数等 査調

1) 

及び
ノ

ゲウ
ロ の ノ、
ピ 。Ir且

の
リ

検査ーノ E系j( 

ゲ 。コ
ン !fit 
の

検i査夜
検査

一
一
九
路

一
（
新
設
）一mp
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（訪｜ （~） I (!)I （司l （李）／ (!)I (X)I 
略 賂 略 暗 ~ 製剤 トの マ

を E霊ゼ、
;l.’ ． 

越え f蚤 ノ、
の <!) タ
他

含有すて

（ 

含物をの

ノ1~ 

、ーー
れ

又iま
セ を

る ン そ

六｜三｜二！一 三｜二｜一五四 三一三｜二｜一 六｜五i 問｜三i ニ｜ー｜

五11主書幅〕 ZルソEが豊霊の催間t重、量状臼激主、め主、手ル二 五5l草需幅） 
森田［ 状震に（す背

又は胸医尿中の血又マゼ限るる業主作〆件1、~ 業務

i~li f I 尿 i ン ~11~ にの蛋自間）各 の
曹の f童と又喜激刺室長鷹往室主3ブ層暑の 号Fk ~lwな f量の 筒 筒易 ンは 又、 簡 の 検査 、よ対し ての

有無
易

な I量の認め症覚状白 めま の粘膜は順性守Jチb 易な パ認排る 行オ2調"-て
な

パめ 草E裂の点 て 壁診阪うの
調査！ 調査 のる い無有 、ケト 繍査

ニコる 飯往歴尿、 行調査 霊務（ 当
査検 測定合場 、 、 の限

一合場 の頻
は有無の皮腐差心益検目の契常刺下の ン仁 法つF は の尿

尿中の又は磁i生号 の る

の 検査 粘膜 、 覚症状他 、頭重
制 含 又は検査 おけに るも草事すメの限 上

チルf 等異常剃iの数 又は刺気道耳痛買
症覚自 の る従事日常寺 の

のの もに
検検 他党の ｜渡る

(i)/ 。、、B
I
l
l／

四
十
八

，f
’pt
i－
－
、

、、BBTee－
sz
，，

四
十
九

’’’’
E
S
E
E
3
8

、、、開！GDI 
（新設）

（路）

二
（
賂
）

一
（
新
設
）

－

l

l

i

 

一一一
i
四
（
路
）

一
・
一
一
（
略
）

三
メ
チ
ル
イ
ソ
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン
に
よ
る
一
段
4

患
寸
綴
痛
、

め
ま
い
寸
制
制
刑
劇
、
感
心
、
駅
吐
、
岡
彰
一
寸
の
他
覚

症
状
又
は
白
目
覚
症
状
の
統
役
涯
の
有
無
の
検
査

（略）

（賂）

お
う

四
頭
議
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
食
欲
不
振
、
惑
心
、
幅
段
、

腹
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
蕊

五

剖
刷

尿
中
の
蛋
自
の
有
無
の
検
査

（略）

j 新
四｜設（

）絡

露一）（路）

一
（
路
）

（新設）

一
一
1
四
（
略
）

l
i
’

た

ん

l
i
t－
1
1
1
1
1
1
1
i
E
i

－－

五
尿
中
の
蛋
白
の
有
無
及
び
ウ
ロ
ピ
リ
ノ
1
ゲ
ン
の
検

査
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（~） I 
、、、、
EE
，，，t
f

六
十
六

「
（
路
）

二
作
業
条
件
の
簡
易
な
調
査

一
一
一
関
｜
ア
ミ
ノ
ジ
ブ
エ
ニ
ル
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
頭

潟
、
め
ま
い
、
眠
気
、
倦
怠
感
、
呼
吸
器
の
刺
激
症
状
、

そ
う

疲
労
感
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
運
動
失
調
、
尿

の
着
色
、
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他
党
症
状
又
は

自
覚
症
状
の
統
往
膝
の
有
無
の
検
北
京

E
I
l－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1同
竹
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
i

四
頭
痛
、
め
ま
い
、
眠
気
、
倦
怠
感
、
呼
吸
器
の

i
l－1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4引
i
l
i
l－
－

1
1
1
1
1
1
l
i
t－

刺
激
症
状
、
疲
労
感
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
運

動
失
調
、
尿
の
者
色
、
市
胤
尿
、
頻
尿
、
排
尿
痛
等
の
他

覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
資

五
尿
中
の
潜
血
検
査

一
六
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
波
検
鋭
の
検

一
査
又
は
尿
沈
潰
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検

一

査

四
i
ニ
ト
ロ
ジ
フ
エ
一
一
一
六
月
一
一
業
務
の
経
歴
の
調
査

ル
及
び
そ
の
塩
（
こ
れ
一
一
二
作
業
条
件
の
簡
易
な
識
査

ら
の
物
を
そ
の
重
量
の
一
一
一
一
一
四

l
ニ
ト
ロ
ジ
ブ
エ
一
一
ル
及
び
そ
の
塩
に
よ
る
頭

Billi－
－

！

l
i
l
i－
－

11111

一

一

i
l
i
l
i－
－
－

l
i
l
l
i
t－
－

l
j
η
U
1
l
i
i
i
i
i
i
i
i
l｜
｜
｜
lllll

…パ

i
セ
ン
ト
を
超
え
一
一
痛
、
め
ま
い
、
眠
気
、
佐
怠
感
、
呼
吸
器
の
刺
激
症

凶
閣
間
溺
噴
出
一
一
町
別
配
恥
副
都
一
一
軒
以
η什

湘
ゆ
閣
ほ
恰
阿
は
試
一
一
ゼ
、
透
明
紛
失
調
、
尿
の
着
色
、
血
尿
、
頻
尿
、
排
尿
策

強
ほ
ほ
ほ
濯
一
一
等
の
他
党
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
設
療
の
有
無
の
検

し
、
又
は
使
用
す
る
業
一
ー
一
割

ケ

君

一

一

i
l
i
l
i
l
i－
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
η
叫

l
i
l
i－
－

i
l－
－

i
l
i
l
1
1
1

3

一
一
剛
頭
痛
、
め
ま
い
、
眠
気
、
倦
怠
感
、
呼
吸
器
の
刺
激

一

句

そ

－

一

一
一
症
状
、
限
の
刺
激
症
状
、
疲
労
感
、
顔
面
蒼
白
、
チ
ア

一

一

ノ

l
ゼ
、
運
動
失
調
刷
、
尿
の
着
色
、
血
尿
、
頻
成
、
排

一
一
尿
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
疲
状
の
有
無
の
検
査

一

一

五

尿

中

の

潜

血

検

査

一
一
六
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
沈
溢
検
鏡
の
検

一
一
変
又
は
尿
沈
演
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
綴
胞
診
の
検

一

一

本

茸

（略）

四
l
ア
ミ
ノ
ジ
フ
エ
ニ

ル
及
び
そ
の
塩
（
こ
れ

ら
の
物
を
そ
の
重
量
の

…
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
を
含
む
。
）
を
試

験
研
究
の
た
め
に
製
造

し
、
又
は
使
用
す
る
業

務

別
表
第
四
（
第
三
十
九
条
関
係
）

ト4、，

盤市

一
作
業
条
件
の
調
査
〈
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
娘
る
J

二
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
勝
脱
鏡
検
査
又
は
腹
部
の
超

音
波
に
よ
る
検
査
、
尿
路
造
影
検
査
等
の
函
像
検
査

項

務

自

次
の
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務

（路）

ニ
ジ
ク
ロ
ル
ベ
ン
ジ

ジ
ン
及
び
そ
の
塩

ごは九 白i（
市
制
限
）
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（削る）

（ア）｜

ノ1

~IX 
そ！ト
のiI 
塩｜ト

ン

（絡）ど！：；量Ift/ ；： ~1 合1~ ： ~1~
｜ミ｜フ｜ン！タ｜う｜製

i＇きIr1 ~1;1 義I~
一
作
業
条
件
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

二
（
略
）

一
作
業
条
件
の
調
査
〈
当
該
業
務
に
常
持
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
痕
る
。
）

斗
医
締
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
麟
船
鏡
検
査
、
腹
部
の
超
音

波
に
よ
る
検
査
、
尿
路
造
影
検
査
等
の
爾
像
検
査
又
は
赤
血
球
数
、

網
状
赤
血
球
数
、
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
畳
一
等
の
赤
血
球
系
の
血

液
検
査
（
赤
血
球
数
、
網
状
赤
血
球
数
、
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

議
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査
に
あ
っ
て
は
、
当
該
業
務
に
常
時

従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限

る。）

ニ
ア
ル
フ
ァ
i
ナ
フ

チ
ル
ア
ミ
ン
及
び
そ

の
塩

（新設）

｛三.）I

（絡）

（新設）

吋
拾
っ
こ
公
つ

医
師
剛
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
勝
統
鏡
検
査

作
業
条
件
の
調
資

由自

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



（号外第 39号）報官火曜日令和 2年 3月 3日31 

間
前
一
ニ
号
に
掲
げ
る

物
を
そ
の
重
撃
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

l五｝ぺ
」
引

他）V＇占（九）（十l十
一（さ）｜

（略）

末（
梢i略
神
経

関
す
る
神
経
学
的
検
資

（絡）

一
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

了
間
（
絡
）

（路）

一
作
業
条
件
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

i
閥
（
略
）

一
作
業
条
件
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
特
殊
な
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
に

か
く
た
ん

よ
る
検
査
、
略
疾
の
細
胞
診
、
気
管
支
鏡
検
査
、
頭
部
の
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
等
に
よ
る
検
査
、
血
液
体
侠
奈
（
血
液
像
を
含
む
。
）
、
リ

ン
パ
節
の
病
理
組
織
学
的
検
査
又
は
皮
膚
の
病
理
組
織
学
的
検
査

（峨）
（路）

（絡）

一
作
業
条
件
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
仮
る
。
）

一
一
（
賂
）

二
作
業
条
件
の
翻
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

一
し
て
行
つ
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
白
）

一
一
一
（
略
）

一一

j

閉
（
絡
）

一

き

つ

一
志
知
覚
異
常
、
ロ
ン
ベ
ル
グ
症
候
、
桂
洞
抗
運
動
反
復
不
能
症
候
等

一

の

神

経

学

的

検

査

、

一
六
神
経
学
的
異
常
所
見
の
あ
る
場
合
で
、
窓
側
が
必
婆
と
認
め
る

ー
一
と
き
は
、
筋
電
図
検
査
又
は
脳
波
検
査

二
作
業
条
件
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

一
し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

士
了
三
（
路
）

路（路）
（略）

同

一

（

路

）

一

一

二

末

精

神

経

長

関

す

る

神

経

医

学

的

検

変

l

I

L

i

l

l

i

－
－
l
l
i－
－
－
」
1
1
1
1
1
1
「
l
i
l
l
i
l
i
a－
－
1
1
1
1
1
1
i
i
l

判
一
蕗
）J

1
J
J引

l

百
五
1
1
4
以
下
引

l

一

一

一

（路）

、
店
以
ベ
ル
グ
症
候
、
部
抗
運
動
反
復
不
能
症
候
等

検
査

異
常
所
見
の
あ
る
場
合
で
、
産
締
が
必
要
と
認
め

電
阿
凶
検
査
又
は
脳
波
検
資

（

絡

）

調

査

休） I 凶L二四）

（賂）

ン｜スよ i I I 
パi線る医 作 i四 f'F I 関全I~
腺1撮検師 業 i 業｜ 血11絡
の影査が 条 i~ 条！（比I~
病等、必件 l路件 li洛重
理に問客T要 の，~ の，~、l

←薙「ま1庶 ξ一吉町！ 音声rl 9Fc ' 
織るの認 査！ 査 l 血
学検細め I I 球
的査胞る ! I 数
検、診場 ! I 等
11: J担、合！。｜の
又液気は i I 赤
は検管、 ! I d且
皮資支特 I I 球
！喬（鏡殊 I I 系
の血検 iな i I の
消波資ヱ I I 血
理像、ツ i I i夜
組を頭ク ！ ｜ 検
織合部ス I I 遊
学むの線 I 
的 J エ撮 ！ 
検、ツ影 ； 

遊リ｜クに I 

（路）
（略）

（燃）
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月（~）（高）（削る）

（削る）
（主）I 、、E－4g

E

，，，
r

十
六

〆’’
l
t

‘、‘

（服）

一
作
業
条
件
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

二
（
略
）

＝
一
夜
姉
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
ジ
ア
ノ
グ
リ
ー
ン
法
（
I
C

G
）
の
検
査
、
血
清
乳
酸
脱
水
素
酵
素
（
L
D
H〕
の
検
査
、
山
肌

清
脂
質
紘
一
寸
吻
検
査
、
特
殊
な
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
、
肝

雰
し
く
は
牌
の
シ
ン
チ
グ
ラ
ム
に
よ
る
検
査
又
は
中
枢
神
経
系
の

神
経
学
的
検
査

（略）
（路）

（略）

一
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査

了
間
（
路
）

一
（
絡
）

二
氏
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
尿
中
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
量
の

測
定
、
尿
中
の
ア
ル
フ
ァ

1
1ミ
ク
ロ
グ
ロ
プ
リ
ン
の
量
若
し
く

は
N
iア
セ
チ
ル
グ
ル
コ
サ
ミ
ニ
タ
！
ゼ
の
量
の
測
定
、
眠
問
機
能

検
査
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
直
接
撮
影
若
し
く
は
特
殊
な
エ
ッ
ク
ス

1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1！
刈
引
剖
川
l
i
l
i－
－

－

－

線
綴
彩
に
よ
る
検
査
又
は
熔
疾
の
細
胞
診

三
呼
吸
器
に
係
る
他
覚
症
状
又
は
自
覚
疲
状
が
あ
る
場
合
は
、
肺

線
気
機
能
検
査

（削る）

Ci) 

（路）
（織）

作
業
条
件
の
調
査

i

ご
（
略
）

＝
一
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
ジ
ア
ノ
グ
リ
ー
ン
法
（
I
C

G
）
の
検
査
、
血
清
乳
酸
脱
水
素
酵
素
（
L
D
H）
の
検
査
、
血

清
脂
質
等
の
検
査
、
特
殊
な
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
、
肘
貯

ひ

・
脅
し
く
は
牌
の
シ
ン
チ
グ
ラ
ム
に
よ
る
検
査
又
は
中
枢
神
経
系
の

神
経
医
学
的
検
査

一
一
（
略
）

一
二
全
血
比
妻
、
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
資

一
一
一
了
間
（
賂
）

一
一
（
路
）

一
二
尿
中
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
蚤
の
測
定

台、、l
B
E
F
J

十
六

’2F
a
s
t

、、

は｜含｜るiン｜そ｜ト

う｜製｜のiぇ！の｜ン

ti 

（略）

ム
ア
八

（絡）

一
作
業
条
件
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
苓
す
る
労
働
者
に
対

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

l
i
l
i
l
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
l噌
引
吋
リ
可
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

二
医
仰
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
勝
脱
鏡
検
査
、
腹
部
の
超
音

波
に
よ
る
検
査
、
尿
路
造
影
検
査
等
の
画
像
検
査
又
は
赤
血
球
数
、

網
状
赤
血
球
数
、
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
等
の
赤
血
球
系
の
血

液
検
査
（
赤
血
球
数
、
線
状
赤
血
球
数
、
メ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

最
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検
査
に
あ
っ
て
は
、
当
該
業
務
に
常
時

制
割
引
制
剣
劇
割
引
矧
叶
甘
耐
引
制
劇
制
剛
山
剖
川
副
引
制
削
刷

る。）

三
呼
吸
器
に
係
る
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
絢

部
理
学
的
検
査
及
び
肺
換
気
機
能
検
資

1
1
1
1
1
1
1
H
什
1
1
1
i
l
i
l
i
a－
－

i
l
l
i
l
i
a－
－

1
4叶
i
i
l
1
1
1
1
1
1
1

悶
尿
中
に
蛋
白
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
旬
以
沈
溢
検
鏡
の
検
資
、

た’
h

尿
中
の
蛋
臼
の
蚤
の
測
定
其
ひ
腎
機
能
検
資
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CD¥ (!)I （＝）｜ は）｜ （大）｜ (t)I 

国各 自リ 滞日 首リ 削 削
（削ニ！（削 … は 次

間際サ 取の
） る る る ）る）る

の有す セ そ二
物 ンの号 ] 

るト重に
ジし

製弗そlj 超を 量の 掲りき
オキえ ーる 又

！事 ~Iii
一一一 一
－し し ラスナ査 し

行業条路） 行業 町高
（）略 て行康健監う ｛業条件乍

う う条
プ I G jグ青 必絡健件 健件

康の 療の チダゼ~ ルタ 姿と の

！ 診断 調査 言断参言交潟 断診調資
I '6可ミ認 調一査

おに （ 当 ゼ P 血ツめ

ける 該業
~· T 、グ青クる

bi ）及ひ ル オキサ 合場は
も務 も務 も務
のに のに i のに

i1' ~~Ii 
のに

に常 に常 に 常

限5に 常草す時限時 限 E寺 限時 ） ツセ
る従 る従 る従 のンクチ
~ 芸評 i ~ 事す ~ 事す マ ピ ツ

す｜ 検査を グ｜ ルビ クト
る る る る
労 労 労 除ルツラ

労者働樹j 働 働
くタクン肝機能

者 者 者 J ミトス
又ルラア lこ

対 女J はト ンミ 検 対

次
の
物
を
製
造
し
、
又

は
取
り
扱
う
業
務

（賂）

二
回
塩
化
炭
素

一
ニ
一
・
四
！
ジ
オ
キ

サ
ン

回
目
・
一
一
l
i
ジ
ク
ロ

ロ
ヱ
タ
ン

五
ス
チ
レ
ン

ム
ハ
一
・
一
・
二
・

一一e
g
o
o
s
e

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

エ
タ
ン

七
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン

八
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レン

九
メ
チ
ル
イ
ソ
ブ
チ

ル
ケ
ト
ン

十
前
各
号
に
掲
げ
る

物
を
そ
の
重
量
の
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物

三
司

J

／
一
（
路
）

一，
l
i
l
－
－
一

山
間
〕
一
（
略
）

…一卦
d

いハ
H
けい

こ
千
四

｛司iト－Ji;I

（略）
（路）

（時）
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(l)I 
、、‘
B

・11fJι
ぬ
一
十
四

，JI
t

－－也、、、

二
十
五（長）I/（訓（訓

、、、t
a
E
P

，，，
r

二
十
九

r
J
s
t
i

－－t

、

一一一十
’’’s
t
t

、、(!)// （司l
（時）

（路）
（略）（撚）（略）（略）（略）

（略）

作
業
条
件
の
調
査

二
ぼ
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
腹
部
の
超
古
田
波
に
よ
る
検
査

等
の
寝
室
、

C
A
ω
i
9等
の
血
液
中
の
割
引
訂
以

側
引
制
覇
割
引
副
議
割
」
製
列
川
斜
計
許
制

剖
判
引
制
刑
判
列
H
引
川
刻
列
訂
列
け
寸
日
叫
引
寸
副
樹

列
川
列
計
叶
列
出
川
出
川
列
叶
到
バ
利
引
訂
判
け
司
副
利
引
吋
i

及
び
血
清
リ
引
ぺ
引
け
列
川
列
計
川
H
判
外
刈
吋
オ
到
列
け
剖

（
T
l
G
T
P）
の
検
査
を
除
く

9

）
又
は
蹴
問
機
能
検
査

－
（
路
）

二
一
保
師
叫
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
腹
部
の
超
音
波
に
よ
る
検
資

紘
一
す
の
樹
像
検
査
、

C
A
m－

9
等
州
出
制
判
の
蹴
郎
防
マ

i
カ
i
の

検
査
、
血
液
中
の
カ
ル
ボ
キ
シ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
の
測
定
又
は

呼
気
中
の
一
一
般
化
炭
素
の
量
の
測
定
（
血
液
中
の
カ
ル
ボ
キ
シ
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
の
景
の
測
定
及
び
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
の
量
の
測

定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
て

行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

一
作
業
条
件
の
調
査
（
当
該
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
鮒

し
て
行
う
健
康
診
断
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

二
（
略
）（路）

神
経
学
的
検
査

（路）

（説！
4
什
N

0
4

’’’E
Z
E
E

－、‘‘、(i)I 、h
I
I
l／

二
十
八

，，，，，
E
a

‘’、邑、、

同

ω
一一一十

，，，e
，

a
4

’
B

、、、、
一ニ十一

f

’t52
5
1
1
ι
 

、、、‘，，‘，
4

．，ag
’’

三
十
二

一時一十三
（新設）

ー」一一仁川「

扇

作
業
条
件
の
調
査

（路）田高

二
（
賂
）

一
一
川
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
腹
部
の
超
資
波
検
資
等
の
画

一

し

ゅ

よ

う

一

C
A
ω
1
9
等
の
腹
晴
樹
マ

i
カ
！
の
検
査
、
血
液
中
の

一
寸
シ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
の
測
定
又
は
呼
気
中
の
一
一
般
化

一
一
一
の
測
定
（
血
液
中
の
カ
ル
ボ
キ
シ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量

一
氏
ぴ
呼
気
ゅ
の
一
酸
化
炭
素
の
量
の
測
定
に
あ
っ
て
は
、

一

常

時

従

事

l
i
l－－

i
r

に
限
る
。
）

（略）

二
作
業
条
件
の
調
査

一
二
（
略
）

i
i
i
i
l
i
l
i－－

t
r
i
l
l
i－－

i
l
i
l
i
l
i－－
s
i
l
l
i－－

l
i
l
i－
－

1
1
1
1
 

（略）
（鰯）

（路）

一
（
略
）

二
神
経
医
、
学
的
検
査

j
i
l
l
L
h
r
（略）
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(i)I 
取｜む｜製iト｜のiス
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務｜し｜のi含｜パ｜こ

、｜物！有Il lれ
又｜；をlす！セ｜を
は｜含｜る｜ン｜そ

一
作
業
条
件
の
調
査

二
…
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
血
液
像
そ
の
他
の
血
液
に
関

す
る
精
密
検
査
、
聴
力
低
下
の
検
査
等
の
耳
鼻
科
学
的
検
査
、
色

覚
検
査
等
の
限
科
学
的
検
査
、
神
経
学
的
検
資
、
肝
機
能
検
査
（
血

清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
i
ゼ

（G
O
T）
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ
ル
ピ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ

ナ
！
ゼ
（
G
P
T）
及
び
血
清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス

ペ
プ
チ
ダ
！
ゼ
（

T
l
G
T
P）
の
検
資
を
除
く
J
、
特
殊
な
エ

ッ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
又
は
核
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装
置
に

よ
る
画
像
検
査

（~） I (!)I （~） I 
一
二
・
二
・
一
一
1001

テ

ト
ラ
ク
ロ
ロ
ヱ
タ
ン

（
こ
れ
を
そ
の
議
長
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
を
含
む
。
）
を
製

造
し
、
又
は
取
り
扱
う

業
務

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
ヱ
チ
レ

ン
（
こ
れ
を
そ
の
重
義

の
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
て
含
有
す
る
製
剤
そ

の
他
の
物
を
含
む
の
）
を

製
造
し
、
又
は
取
り
扱

う
業
務

ト
リ
ク
ロ
ロ
ヱ
チ
レ
ン

（
こ
れ
を
そ
の
重
量
の

‘
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

て
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
を
含
む
。
）
を
製

造
し
、
又
は
取
り
扱
う

業
務

一
作
業
条
件
の
調
査

二
際
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
自
由
地
球
数
及
び
白
血
球
分
画

の
検
査
、
神
経
学
的
検
資
、
赤
血
球
数
等
の
赤
血
球
系
の
血
液
検

査
又
は
肝
機
能
検
査
（
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（

T
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を
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）

一
作
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条
件
の
調
査
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割

i
l
l
1
4
1
1
l
i
l
i
a－
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1
6
6
l
i
l
i－
－

s
i
l
l
i－
－

d
当叶
i
i
s
a
l
l
o－
－

溢
の
パ
パ
ニ
コ
ラ
法
に
よ
る
細
胞
診
の
検
紫
、
，
総
統
鏡
検
資
、
腹

部
の
超
音
波
に
よ
る
検
査
、
尿
路
造
影
検
査
等
の
画
像
検
資
、
神

経
学
的
検
査
、
肝
機
能
検
査
（
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
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ア

セ
チ
ッ
ク
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ラ
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ア
ミ
ナ
i
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（
G
O
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、
血
清
グ
ル
タ
ミ

ツ
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ピ
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ピ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
1
ゼ
（
G
P
T）
及
び
血
清

ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
l
ゼ
（
了
i
G
T
P）

の
検
査
を
除
く
。
）
又
は
腎
機
能
検
査

一
作
業
条
件
の
調
査

二
俊
郎
が
必
要
と
認
め
る
慣
窓
口
は
、
白
血
球
数
及
、
び
白
血
球
分
画

の
検
査
、
血
液
像
そ
の
他
の
血
液
に
関
す
る
精
密
検
査
、

C
A
m－

’
し
納
V
L
」
雪
叫
，

9
等
の
血
液
中
の
臆
療
マ

i
カ
！
の
検
資
、
神
経
学
的
検
資
、
肝

機
能
検
査
（
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン

ス
ア
ミ
ナ
i
ゼ
（
G
O
T）
、
血
清
グ
ル
タ
ミ
ツ
ク
ピ
ル
ピ
ッ
ク

ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
i
ゼ
（
G
P
T）
及
ひ
血
清
ガ
ン
マ
ー
グ
ル
タ

ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ベ
プ
チ
ダ
！
ゼ
（

γ
i
G
T
P）
の
検
査
を
除

く。）、

R
H
機
能
検
査
、
特
殊
な
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検
査
又

は
核
磁
気
共
鳴
繭
像
診
断
装
置
に
よ
る
爾
像
検
資

rr「！γ~－ －~~ （
誠
意
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様
式
第
二
号
（
表
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（号外第 39号）

様式第2号（第40条関係）（表面）

特定化学物質健康診断個人票

報官火曜日令和 2年 3月3日

生年月日 年月 日雇入年月日 年月 日
氏名

一一一一一一一十生 加j 男・女

業 務 名

健 康診 断 の 時期
（雇入れ・配置替え・定期）

健 君ロノ主ト’ 年 月 日 年月 日 年月 日 年月 日 年月 日

作業条件の箆易な調査の結果

第 既 往 歴

検吉ロジ弘’ 
「

次 又
lま

健 検査

康 の
項

告日／会、 自

断
医師の診断及び第一次健
康診断の要否

健の氏康名診（階F日を実施した医師

備 考

健 君ロ／主〉 年 月 日

1第
作業条件の調査 の結果

検診

又
次 lま

健
検査

の

康 項
目

き日／今
医 師 σ〉 =A  言参 断

断
健の氏康名診⑪断を実施した医師

備 考

医 師 の 二，息三乙、 見

意見を述べた毘師の氏名 ⑪ 

f

j

 

叫

山

門

間

関

（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
（
次
項
に
お
い
て
「
府
省
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
報
告
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
報
告
と

み
な
す
。

2

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
泊
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
問
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
緩
過
措
援
）

第
三
条
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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都道府県労働局長 殿

別添2

基発0304第 3号

令和2年3月4!3 

厚生労働省労働基準局長

（公印省略）

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行について

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令（令和 2年厚生労働省令第20号。以下

「改正省令j という。）が令和 2年 3月 3日に公布され、令和 2年 7月 1日から施

行することとされたところであるが、その改正の趣旨、内容等については、下記の

とおりであるので、その運用に遺漏なきを期されたい。

併せて、本通達については、別添 1のとおり、別紙関係事業者等団体の長あて傘

下会員への周知等を依頼したので了知されたい。

記

1 改正の趣旨

特定化学物質障害予防規則（昭和47年労働省令第39号。以下f特化財jという。）

等が制定されてから40年以上が経過し、その問、医学的知見の進歩、化学物質の

需鉛盟鐸企変盆 L 笠働一皇室型建主立湿位変色豊三f佳りj i七会主物質i三主盈鐘E基盤室

に関する事情が変わってきている。

今般、化学物質による健康障害に係る健康診断項目について、摩生労働省にお

ける「労働安全衛生法における特殊健康診断等に関する検討会j の検討結果を踏

まえ、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号。以下「安衛則」という。）、

有機溶剤中毒予防規則（昭和47年労働省令第36号ム以下「有機則j という。）、

鉛中毒予防規則（昭和47年労働省令第37号。以下「鉛即j という。）、四アルキ

ノレ鉛中毒予防規則（昭和47年労働省令第38号。以下「四アノレキル則j という。）
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及び特化則について、別添 2のとおり所要の改正を行ったものである。

2 改正の内容及び留意事項

( 1 ）安衛則の一部改正（改正省令第 1条関係）

特化財別表第 3及び別表第4に定めるべンジジン、ベーターナフチノレアミン

及びジアニシジン等に係る特殊健康診断の項目の見直しに併せて、ベンジジン

等の健康管理手帳及び健康診断実施報告書の様式について、所要の改正を行っ

たこと。（安衛則様式第 8号（ 1 ）及び様式第 9号（ 1）関係）

ノ

( 2 ）有機則の一部改正（改正省令第 2条関係）

ア 有機溶剤に係る特殊健康診断の項目（有機則第29条関係）

有機溶剤について、労働者のばく露状況を確認するため、必須項目に「作

業条件の簡易な調査jを追加すること。また、当該「作業条件の簡易な調査j

の追加等により、引き起こす健康障害に係るスクリーニングが可能であるこ

とから、必須項目から「尿中の蛋白の有無の検査」を削除すること。追加さ

れた項目の趣旨等については、次のとおりとすること。

（ア） 「作業条件の簡易な調査j は、労働者の当該物質へのばく露状況の概

要を把握するため、前回の特殊健康診断以降の作業条件の変化、環境中

の有機溶剤の濃度に関する情報、作業時間、ばく露の頻度、有機溶剤の

蒸気の発散源からの距離、保護具の使用状況等について、医師が主に当

該労働者から聴取することにより調査するものであること。このうち、

環境中の有機溶剤の濃度に関する情報の収集については、当該労働者か

ら聴取する方法のほか、衛生管理者等から作業環境測定の結果等をあら

かじめ聴取する方法があること。

また、経皮吸収されやすい化学物質については、皮膚への付着が常態

化している状況や、保護具を着用していない皮膚に固体、液体又は高濃

度の気体の状態で接触している状況等がある場合に過剰なばく露をして

いるおそれがあるため、必ず皮膚接触の有無を確認すること。

なお、 「作業条件の簡易な調査Jの問診票については、平成21年 3月25

日付け基安労発第0325001号「「ニッケル化合物j 及び「枇素及びその化

合物Jに係る健康診断の実施に当たって留意すべき事項についてJ別紙「作

業条件の簡易な調査における問診票（例） J （別紙）を参考にすること。

イ 特殊健康診断の結果の記録及びその保存（有機尉様式第 3号関係）

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、有機溶剤等健康診断個人票につい

て、所要の改正を行ったこと。

2 
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( 3 ）鉛則の一部改正（改正省令第 3条関係）

ア 鉛に係る特殊健康診断の項目（鉛則第53条関係）

鉛にづいて、労働者の物質へのばく露状況を確認するため、必須項目に「作

業条件の簡易な調査jを追加すること。追加された項目の趣旨等については、

次のとおりとすること。

（ア） 「作業条件の簡易な調査j については、有機溶剤に係る特殊健康診断

の趣旨等（ ( 2 ）ア（ア））と同様で、あること。

イ 特殊健康診断の結果の記録及びその保存（鉛別様式第 2号関係）

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、鉛健康診断個人票について、所要

の改正を行ったこと。

( 4）四アルキノレ則の一部改正（改正省令第4条関係）

ア 四アルキノレ鉛に係る特殊健康診断（四アルキノレ則第22条関係）

四アノレキノレ鉛について、近年の医学的知見や四アノレキル鉛の取扱量の減少

等を踏まえ、特殊健康診断の主目的を、短期の大量のばく露による急性中毒

の予防から、鉛と同様に長期的なばく露による健康障害の予防とすることと

し、鉛員Jjの特殊健康診断の項目と整合させること。これに併せて、特殊健康

診断を実施する時期も「 3月以内ごとに 1回Jから、「 6月以内ごとに 1回j

とすること。なお、改正後の健康診断項目の趣旨等については、次のとおり

と士三J二とL 一一一一一一一一一一

（ア）必須項目（四アノレキル則第22条第 1項関係）

① 「業務の経歴の調査」 は、 四アノレキル鉛等に係る業務について聴取

するものであること。

② 「作業条件の簡易な調査Jは、有機溶剤に係る特殊健康診断の趣旨等

( ( 2）ア（ア））と同様であること。

③ 「四アルキノレ鉛による自覚症状及び他覚症状の既往歴の有無の検査j

とは、過去に四アノレキル鉛によるいらいら、不眠、悪夢、食欲不振、顔

面葺自T 俸怠感γ 盗任Y 頭痛v 振顛←阻肢のI建反射瓦進ヘ悪阜、蝿吐、

腹痛、不安、興奮、記憶障害その他の神経症状又は精神症状のそれぞれ

があったかEうかを調査することをいうこと。また、「既往の検査結果

の調査jとは、過去の血液中の鉛の量の検査及び尿中のデソレタアミノレ

プリン酸の量の検査の結果を調査することをいうこと。

④ r いらいら、不眠、悪夢、食欲不振、顔面蒼白、倦怠感、盗汗、頭痛、

振動：、四肢の健反射充進、悪心、曜吐、腹痛、不安、興奮、記憶障害そ

の他の神経症状又は精神症状の自覚症状又は他覚症状の有無の検査J
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は、四アノレキノレ鉛による生体影響等健康への影響を総合的に把握する

うえで重要な検査である。この検査の結果は、医師が必要と認める場合

の健康診断項目の実施や医師が必要でないと認める場合の健康診断の

省略等の判断の際の重要な基準ともなるものであるので、すべての症

状について、その有無を確認しなければならないものであること。

なお、適宜問診表を用いても差し支えないが、fその際には医師による

全症状にわたる十分な問診を行うべきものであること。

⑤ 第 1項第 5号及び第 6号の検査のための血液・尿の採取及び保存に

ついては、平成元年 8月22日付け基発第463号「有機溶剤中属予防規則

第29条及び鉛中毒予防規則第53条に規定する検査のための血液又は尿

＼の採取時期及び保存方法並びに健康診断項目の省略の要件についてj

の3と同様であること。

（イ）医師が必要でないと認めた場合に省略する検査の実施の要否の判断（四

アノレキノレ則第22条第 2項関係）

医師の判断により健康診断項目を省略する場合には、平成元年 8月22日

付け基発第463号「有機溶剤中属予防規則第29条及び鉛中毒予防規則第53条

に規定する検査のための血液又は尿の採取時期及び保存方法並びに健康診

断項目の省略の要件についてj の4で示す鉛則の健診項目の省略と同様の

方法で実施すること。

（ウ）医師が必要と認める場合に追加する項目（四アルキル則第22条第 3項関

係）

① 「作業条件の調査j は、労働者の四アノレキル鉛へのばく露状況の詳細

について、当該労働者、衛生管理者、作業主任者等の関係者から聴取す

ることにより調査するものであること。

② 「貧血検査Jには、血色素量及び赤血球数の検査以外にヘマトクリッ

ト値、網状赤血球数の検査等があること。

③ 「神経学的検査j には、筋力検査、運動機能検査、臆反射の検査、感

覚検査等があること。

（エ） 「医師が必要と認める場合Jに行う検査の実施の要否の判断

四アノレキノレ員lj第22条第 3項に「医師が必要と認める場合jに行う検査を規

定したが、それぞれの検査の実殖の要否は、必須項目（業務の経歴の調査、

作業条件の簡易な調査、四アノレキル鉛による自覚症状及び他覚症状の既往

歴の有無の検査、既往の検査結果の調査、自覚症状及び他党症状の有無の検

査、血液中の鉛の量の検査、尿中のデルタアミノレプリン酸の量の検査）の

結果、前固までの当該物質に係る健康診断の結果等を踏まえて、医師が判断
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すること c また、この場合の「医師Jは、主に、健康診断を実施する医師、

事業場の産業医、産業医の選任義務のない労働者数50人未満の事業場にお

いて健康管理を行う医師等があること。

イ 特殊健康診断の結果の記録及びその保存（四アルキノレ刻様式第 2号関係）

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、四アノレキノレ鉛健康診断個人票につ

いて、所要の改正を行ったこと。

ウ 特殊健康診断の結果の報告（四アノレキル殿様式第 3号関係）

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、四アノレキノレ鉛健康診断結果報告書

について、月！？要の改正を行ったこと。

( 5 ）特化則の一部改正（改正省令第 5条関係〉

ア 特殊健康診断の項目（特化則別表第 3 （いわゆる「一次健康診断J）及び

別表第4 （いわゆる「二次健康診断J）関係）

改正の概要については次のとおりであり、特化員lj別表 3及び別表4に掲げ

る化学物質を製造し、又は取り扱う業務等に常時従事する労働者（以下「業

務従事労働者j という。）及びこれらの業務に常時従事させたことのある労

働者で、現に使用しているもの i以下「配置転換後労働者Jという。）に対

する特殊健康診断の項目は別添 2のとおりであること。

（ア）ベンジジン及びその塩等の尿路系の障害と関係のある化学物質（11物

一堂Lf；：：：，＿径五特盟三健度量監金重畳iこっし1て

ベンジジン及びその塩、ベーターナフチノレアミン及びその塩、ジクロル

ベンジジン及びその塩、アルファーナフチルアミン及びその塩、オルトー

トリジン及びその塩、ジアニシジン及びその塩、オーラミン、パラージメ

チルアミノアゾベンゼン、マゼン夕、 4ーアミノジフェニノレ及びその塩、

4ーニトロジフェニノレ及びその塩については、ヒトに対して尿路系の障

害（腫療等）を引き起こす可能性が指摘されている。これらの化学物質に

係る特殊健康診断の項目について、同じくヒトに対して尿路系の障害（腫

療等~）－を号lきー起こ二主耳修｜生が指捕さ札しむ三る土＆b一二ト 1七仁三二どと筆に係

る特殊健康診断の項目と整合等させたこと。また、ベンジジン及びその塩

等の業務従事労働者及び配置転換後労働者Jこ対する特殊健康診断の項目

の趣旨等については、次のとおりとすること。

① 「業務の経歴の調査j は、四アノレキル鉛に係る特殊健康診断の趣旨

等（ ( 4 ）ア（ア）①）と同様であること。

なお、この項目については、業務従事労働者に対して行う健康診断に

おけるものに限るものであること。
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② 「作業条件の簡易な調査Jは、有機溶剤に係る特殊健康診断の趣旨

等（ ( 2 ）ア（ア））と同様であること。

なお、 この項目については、業務従事労働者に対して行う健康診断

におけるものに限るものであること。

ただし、 配置転換後労働者であって、過去に「作業条件の簡易な調

査Jを実施していない労働者に対しでも、当該労働者の次回の健康診断

において、従事していた特化則別表 3及び別表4に掲げる化学物質を製

造し、又は取り扱う業務等に係る「作業条件の簡易な調査jを行うこと

が望ましいこと。

③ 「当該化学物質による他覚症状又は自覚症状の既往歴の有無の検査j

は、当該化学物質により生じる症状の既往歴の有無の検査をいうこと。

このうち「既往歴j とは、雇入れの際又は配置替えの際の健康診断に

あってはその時までの症状を、定期の健廉診断にあっては前回の健康

診断以降の症状をいうこと。

④ 「他覚症状又は自覚症状の有無の検査j は、当該化学物質により生

じる症状の有無の検査をいうこと。

⑤ 「皮膚炎等の皮膚所見の有無の検査Jは、業務従事労働者に対して

行う健康診断におけるものに限るものであること。

⑥ 「尿中の潜血検査j は、腎臓、康管、勝脱等の尿路系の障害（臆蕩

等）等を把握するための検査であり、試験紙法によるものをさすこと。

⑦ 「尿沈澄検鏡の検査J及び「尿沈濯のパパニコラ法による細胞診の

検査Jは、いずれも医師が必要と認める場合に行う、尿路系の障害（腫

療等）を把握するために行う検査であること。

③ 「作業条件の調査j は、四アノレキル鉛に係る特殊健康診断の趣旨等

( ( 4）ア（ウ）①）と同様であること。

なお、この項目については、業務従事労働者に対して行う健康診断に

おけるものに限るものであること。

⑨ 「跨脱鏡検査j 及び「腹部の超音波による検査、尿路造影検査等の

画像検査j は、いずれも医師が必要と認める場合に行う、尿路系腫療

を把握するための検査であること。

なお、勝目光鏡検査は内視鏡検査の一種であり、跨脱鏡には軟性のもの

と硬性のものが存在するところ、いわゆるファイパースコープは、軟性

の勝脱鏡をさしており、勝脱鏡検査にはファイパースコープによる検査

が含まれること。

また、画像検査には、腹部の超音波による検査や尿路造影検査のほか、
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造影剤を用いないエックス線撮影による検査等があり、さらに、尿路造

影検査の撮影方法としては、エックス線直接撮影やコンピュータ断層撮

影（CT）があること。

⑮ 「赤血球数、網状赤Ifa.球数、メトヘモグロピンの量等の赤血球系の

血液検査j は、産師が必要と認める場合に行う検査であり、当該化学

物質による溶血性貧血、メトヘモグロピン血症等の血液学的異常を把

握するための検査であること。

なお、これらの症状は急性のものであることから、この項目は、業務

従事労働者に対して行う健康診断におけるものに限るものであること。

（イ）トリクロロエチレン等の特別有機溶剤（ 9物質）に係る特殊健康診断

の項目について

発がん等に関係する有機溶剤として、平成26年11月に特別有機溶剤に

位置づけられたクロロホノレム、四塩化炭素、 1 ' 4ージオキサン、 1' 

2ージクロロエタン、スチレン、 1, 1, 2, 2ーテトラクロロエタン、

テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、メチルイソプチノレケトン

については、物質によってがん等の発生部位が異なる等の理由により、

特殊健康診断の項呂の見直しが行われていなかったが、今般、発がんリ

〆スクや物質の特性に応じた特殊健康診断の項目に見宜すこと。

トリクロロエチレンについては、ヒトに対して腎臓がん、肝胆道系が

ん、造血器がん等を引き起こす可能性が指摘されているため、項目を追

加する等の改正を行ったこと。

四塩化炭素、 1' 2ージクロロエタンについては、ヒトに対して肝胆

道系がん等を引き起こす可能性が指摘されているため、項目を追加する

等の改正を行ったこと。

テトラクロロエチレンについては、ヒトに対して尿路系の障害（腫療

等）等を引き起こす可能性が指摘されているため、項目を追加する等の

改正を行ったこと。

一一~壬_k三区i三2_1'_＿~ては、上二七iこ赴_L--=c_j宣血器主'ih.ι耳主力D具堂、：色覚む

異常等を引き起こす可能性が指摘されているため、項目を追加する等の

改正を行ったこと。

クロロホノレム、 l, 4－ジオキサン、 1' 1' 2' 2ーテトラクロロ

エタン、メチルイソブFチルケトンについては、動物実験により発がんに

係る知見はあるが、比較的高濃度ばく露によるものであり、ヒトに関す

る発がんの知見は十分ではないため、発がん以外のその他の健康リスク

の可能性が指摘されていることを踏まえて、項目を追加する等の改正を
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／＼ 

行ニったこと。

また、トリクロロエチレン等の業務従事労働者に対する特殊健康診断

の項目の趣旨等については、次のとおりとすること。

① 「業務の経歴の調査j は、四アルキノレ鉛に係る特殊健康診断の趣旨

等（ ( 4）ア（ア）①）と同様であること。

② 「作業条件の簡易な調査j は、有機溶剤に係る特殊健康診断の趣旨

等（ ( 2 ）ア（ア））と同様であること。

③ 「当該化学物質による他覚症状又は自覚症状の既往歴の有無の検査J

は、当該化学物質により生じる症状の既往歴の有無の検査をいうこと。

このうち「既往歴J とは、雇入れの際又は配置替えの際の健康診断に

あってはその時までの症状を、定期の健康診断にあっては前回の健康

診断以降の症状をいうこと。

④ 「他覚症状又は自覚症状の有無の検査j は、当該化学物質により生

じる症状の有無の検査をいうこと。

⑤ 「皮膚炎等の皮膚所見の有無の検査Jは、特別有機溶剤による皮膚

の障害を評価するための検査であること。
~J 

⑥ 「血清グノレタミツクオキサロアセチックトランスアミナーゼ（GO

T）、血清グノレタミツクヒ。ノレピックトランスアミナーゼ（GPT）及

び血清ガンマーグノレタミノレトランスペプチダーゼ（ γ－GTP）の検

査Jは、特別有機溶剤による肝・胆道系の障害を評価するための検査

であること。

⑦ 「尿中のトリクロノレ酢酸又は総三塩化物の量の測定j は、テトラク

ロロエチレン又はトリクロロエチレンによるばく露状況を評価するた

めの検査であること。

③ 「尿中の潜血検査j はJ腎臓、尿管、勝脱等の尿路系の障害（腫療

等）等を把握するための検査であり、試験紙法によるものをさすこと。

⑨ 「腹部の超音波による検査、尿路造影検査等の画像検査j は、いず

れも医師が必要と認める場合に行う、尿路系腫療を把握するための検

査であること。また、画像検査には、腹部の超音波による検査や尿路

造影検査のほか、造影剤を用いないエックス線撮影による検査等があ

り、さらに、尿路造影検査の撮影方法としては、エックス線直接撮影

やコンビュータ断層撮影（CT）があること。

⑬ 「尿中のマンデノレ酸及びブェニルグリオキシル酸の総量の測定jは、

スチレンによるばく露状況を評価するための検査であること。

⑪ 「尿中のメチルイソブトチルケトンの量の測定j は、メチルイソブチ
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ノレケトンによるばく露状況を評価するための検査であること。

⑫ 「作業条件の調査j は、四アノレキ／レ鉛に係る特殊健康診断の趣旨等

( ( 4）ア（ウ）①）と同様であること。

⑬ 「神経学的検査j は、特別有機溶剤による神経系の異常を評価する

ための検査であること。

⑬ 「肝機能検査j は、特別有機溶剤による肝機能の異常の有無を評価

するための検査であること。

⑬ 「腎機能検査j は、特別有機溶剤による腎機能の異常の有無を評価

するための検査であること。

⑮ 「白血球数及び白血球分画の検査j は、白血病等が存在する可能性

や病勢等について評価するための検査であること。

⑫ 「血液像その他の血液に関する精密検査Jは、スチレン又はトリク

ロロエチレンによる造血器がんを評価する検査であること。

⑬ 「CAl9-9等の血液中の腫療マーカーの検査j は、四塩化炭素、

1 ' 2ージクロロエタン又はトリクロロエチレンによる肝胆道系がん

等が存在する可能性や病勢等について評価するための検査であること。

⑬ 「特殊なエックス線撮影による検査又は核磁気共鳴画像診断装置に

よる画像検査j は、いずれも医師が必要と認める場合に行う、スチレ

ン又はトリクロロエチレンによる造血器がんを評価する検査であるこ

と。一一一一一
また、これらのうち、 「特殊なエックス線撮影による検査jは、コン

ピュータ断層撮影（CT）による検査等をいい、 「核磁気共鳴画像診断装

置による画像検査JはMRIによる検査等をいうこと。

⑫ 「腹部の超音波検査等の画像検査j は、四塩化炭素、 1, 2ージク

ロロエタンによる肝・胆道系の異常を評価するための検査で、腹部の

超音波検査、核磁気共鳴画像検査（MRI）、コンビュータ断層撮影（CT)

による検査等をいうこと。

＠ よ尿沈漆検鏡の検査J及び［尿沈j査（／）＿L－！，＿βニコ7法による細胞診の

検査j は、いずれも医師が必要と認める場合に行う、テトラクロロエ

チレンによる尿路系の障害（渥蕩等）を把握するために行う検査であ

ること。

⑫ 「腸脱鏡検査j及び「腹部の超音波による検査、尿路造影検査等の

［額像検査j は、いずれも医師が必要と認める場合に行う、テトラクロ

ロエチレンによる尿路系麗療を把握するための検査であること。

なお、勝脱鏡検査は内視鏡検査の一種であり、勝脱鏡には軟性のもの
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と硬性のものが存在するところ、いわゆるファイパースコープは、軟

性の跨脱鏡をさしており、勝目光鏡検査にはファイパースコープによる

検査が含まれること。

⑫ 「聴力低下の検査等の耳鼻科学的検査Jは、スチレンによる聴力の

異常を評価するための検査であること。

⑫ 「色覚検査等の眼科学的検査j は、スチレンによる色覚の異常を評

価するための検査であること。

⑧ 「赤血球数等の赤血球系の血液検査j は、 1' 1' 2' 2ーテトラ

クロロエタンによる血液学的異常を評価するための検査であること。

（ウ） カドミウム又はその化合物に係る特殊健康診断の項目について

カドミウム又はその化合物については、ヒトに対して姉がんを引き

起こす可能性が指摘されたため、また、腎機能障害を予防・早期発見

するため、項目を追加する等の改正を行ったこと。また、カドミウム

又はその化合物の業務従事労働者対する特殊健康診断の項目の趣旨等

については、次のとおりとすること。

① 「業務の経歴の調査Jは、四アノレキノレ鉛に係る特殊健康診断の趣旨

等（ ( 4）ア（ア）①）と同様であること。

② 「作業条件の簡易な調査jは、有機溶剤に係る特殊健康診断の趣旨

等（ ( 2）ア（ア））と同様であること。

③ 「当該化学物質による他覚症状又は自覚症状の既往歴の有無の検査J

は、当該化学物質により生じる症状の既往歴の有無の検査をいうこと。

このうち f既往歴J とは、雇入れの際又は配置替えの擦の健康診断に

あってはその時までの症状を、定期の健康診断にあっては前回の健康

診断以降の症状をいうこと。

④ 「他党症状又は自覚症状の有無の検査Jは、当該化学物質により生

じる症状の有無の検査をいうこと。

⑤ 「血中のカドミウムの量の測定J、 「尿中のベータ 2ーミクログロ

プリンの量の測定j 、 「尿中のカドミワムの量の測定J、 「尿中のア

ノレブア 1ーミクログロプリンの量の測定J及び「N－アセチルグルコサ

ミニダーゼの量の測定j は対カドミウムによるばく露状況を評価する

ための検査であること。

⑤ 「作業条件の調査Jは、四アノレキノレ鉛に係る特殊健康診断の趣旨等

( ( 4）ア（ウ）①）と同様であること。

⑦ 「腎機能検査Jは、カドミウムによる腎機能の異常の有無を評価す

るための検査であること。
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③ 「胸部のエックス線直接撮影若しくは特殊なエックス線撮影による

検査又は略疾の細胞診jは、いずれも医師が必要と認める場合に行う、

肺がん等を評価する検査であるとと。

また、これらのうち、 「特殊なエックス線撮影による検査j は、コン

ピュータ断層撮影（CT）による検査等をいうこと。

⑨ 「姉換気能検査j は、呼吸器に係る他覚症状又は自覚症状がある場

合に行う、呼吸器系の障害（腫療等）を把握するための検査であるこ

〉。

（エ） その他、横断的に見草した特殊健康診断の項目

特化刻において業務従事労働者に対する特殊健康診断の実施が義務

づけられている全ての化学物質（以下、「全ての化学物質j という。）

について、一次健康診断の項目に「作業条件の簡易な調査j 、二次健

康診断の項目に「作業条件の調査j を設定したこと。なお、シアン化

カリウム、シアン化水素及びシアン化ナトリウムについては、二次健

康診断が設定されていないことから、引き続き、一次健康診断におい

て f作業条件の調査j を実施すること。また、これまで、一次健康診

断の「業務の経歴の調査J及び「作業条件の簡易な調査j 並びに二次

健康診断の「作業条件の調査Jを業務従事労働者及び配置転換後労働

者に対して実施する化学物質と、業務従事労働者のみに対して実施す

る化学物質が混在していたところ、全ての化学物質について、一次健

康診断の「業務の経歴の調査j 及び「作業条件の簡易な調査j 並びに

二次健康診断の「作業条件の調査j を業務従事労働者のみに対して実

施することとして整合させたこと。

塩素化ピブエニル等、オノレトーフタロジニトリノレ、オーラミン、シ

アン化カリウム、シアン化水素、シアン化ナトリウム、パラーニトロ

クロノレベンゼン、弗化水素、ベンタクロルフェノール（別名PCP）又は

そのナトリウム塩、硫酸ジメチル、ニトログリコールについては、職

工三軍i主主三L駐機能！草書立 2主主立；幸呈告j;Jit泊三こ」と治~£，＿ト f尿 l申立旦

ピリノーゲン検査j等の肝機能検査の項目を削除したこと。ただし、

このうち塩素化ピフェニル等、オルトーブタロジニトリノレ、ニトログ

リコーノレ、パラーニトロクロノレベンゼン、ペンタクロノレフェノール（別

名PCP）又はそのナトリウム塩については、一般的には高濃度の職業ば

く露は想定しにくいものの、その場合に肝機能障害のリスクがあると

指摘があることから、引き続き、二次健康診断で医師が必要と認める

場合に「肝機能検査j を実施することとしたこと。
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ニトログリコールについては、ばく露による腎機能時害リスクの報

告がないことから、 「尿中の蛋自の有無の検査Jを削除したこと。

ベンゼン等、ニトログリコール、塩素化ピブェニル等、オノレトーブ

タロジニトリル、パラーニトロクロルベンゼン、弗化水素については、

赤血球系の血液検査の例示に、近年、臨床の現場であまり実施されて

いない全血比重の検査が含まれていたため、全血比重の検査を例示か

ら削除したこと。また、ニトログリコールについては、一次健康診断

の赤血球系の血液検査において全血比重の検査を実施することが想定

されており、その結果に基づいて、二次健康診断でその他の赤血球系

の血液検査を実施することとしていたところ、一次健康診断において

もその他の赤血球系の血液検査が実施できることから、二次健康診断

の赤血球系の血液検査の項目を削除したこと。

イ 「医師が必要と認める場合Jに行う検査の実施の要否の判断

一次健康診断又は二次健康診断のそれぞれにおける項目に「医師が必要と

認める場合jに行う検査を規定しているが、それぞれの検査の実施の要否は、

次に掲げる項目により医師が判断すること。また、この場合の「医師jは、主

に、健康診断を実施する医師、事業場の産業医、産業医の選任義務のない労働

者数50人未満の事業場において健康管理を行う医師等があること。

① 一次健康診断における「医師が必要と認める場合j に行う検査

一次健康診断における業務の経歴の調査、作業条件の簡易な調査、他覚症

状及び自覚症状の既往歴の有無の検査、他覚症状及び自覚症状の有無の検

査の結果、前回までの当該物質に係る健康診断の結果等を踏まえて、当該検

査の実施の要否を判断すること。

② 二次健康診断における「医師が必要と認める場合Jに行う検査

一次健康診断の結果、前固までの当該物質に係る健康診断の結果等を踏

まえて、当該検査の実施の要否を判断すること。

ウ 特殊健康診断の結果の記録及びその保存（特化則様式第 2号関係）

アの特殊健康診断の項目の改正に伴い、特定化学物質健康診断個人票につ

いて、所要の改正を行ったこと。

( 6 ）施行期日（改正省令附則第 1条関係）

改正省令は、令和 2年 7月 1日から施行することとしたこと。

( 7）経過措置（改正省令附則第 2条及び第 3条関係）

ア 報告に関する経過措置（改正省令附則第 2条第 1項関係）
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改正省令の施行の際現に存する、改正省令による改正前の省令（以下「旧

省令j という。）の規定によりされている報告は、改正省令による改正後の

省令の規定による報告とみなす。

イ 様式に関する経過措置（改正省令附則第 2条第 2項関係）

改正省令の施行の際現に存する、旧省令に定める様式による用紙は、合理

的に必要と認められる範囲内で、当分の問、必要な改訂をした上、使用する

ことができることとしたこと。

具体的には、以下の内容があること。

① 令和 2年 7月 1日（以下 f施行日 Jという。）以前に実施した特殊健康

診断について、旧省令に定める健康診断個人票を使用できること。

② 施行目前に実施した四アノレキノレ鉛健康診断について、労働基準監督署へ

の報告に当たっては、！日省令に定める四アルキル鉛健康診断結果報告書を

イ吏用できること。

③ 施行日前に交付した健康管理手帳について、施行日後も使用できること。

ウ 罰則の適用に関する経過措置（改正省令附則第 3条関係）

改正省令の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の

例によること。 J 
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別紙

作業条件の簡易な調査における問診票（例）

最近6ヶ月の間の、あなたの職場や作業での化学物質ばく露に関する以下の質問に

お答え下さい。

（注：ばく露とは、化学物質を吸入したり、化学物質に触れたりす

ること。）

1 ）該当する化学物質について、通常の作業での平均的な使用頻度をお答え下さい。

（ 時間／日）

（日／週）

2 ）作業工程や取扱量等に変更がありましたか？

－作業工程の変更 二今有り ・無し・わからない

－取扱量・使用頻度 ＝今増えた ・ 減った ・ 変わらない ・ わ

からない

3 ）局所排気装置を作業時に使用していますか？

－常に使用している

．時々使用している

・設置されていない

4）保護具を使用していますか？

－常に使用している こ今保護具の種類、（

・時々使用している 斗保護具の種類（

－使用していない

5) .事故や修理等で、当該化学物質に大量にばく露したことがありましたか？

－あった

－なかった

・わからない

※ この間診票（例）は、当該物質の製造又は取扱い業務に常時従事する労働者に

対して定期に実施する健康診断における例示であり、雇入れ又は配置替えの際の

健康診断及び過去に当該物質の製造又は取扱い業務に常時従事した労働者に対す

る健康診断においては、適宜必要な項目を聴取すること。
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